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第 15回大 ..0除
ヨヨE に際して

福岡県公民館連合会

会長 守 回 道 隆

私たち公民館を愛し，育てて告楽を共iこしてきた関係者は毎年一回一堂に会して 「公民館のあるべき盗」を求めて

大会を重ねてまいりました。そして今回は突に15聞を数えるlこいたりました。

歩いてきた道をふりかえってみると，私たちはその時，その時の公民館をめぐる切実な課題と真剣に取り組んでき

たことが，今きらのように新たな悠慨をupび起します。私たちは，昨年度は公民館の中核的な役割を「学習」と「創

造」にあるとし，その中心テーマを「住民の創造的生活のli'{/i立を目指す自主的な学習活動を育てる」ことに設定しま

した。

今回は，乙の研究討議の成*を具体的な活動のr+，てe実践してきた事例をもちより，激しく変貌を続ける社会の中で

IYJ日の生活を築く道を探ろうとの附L、をこめて，第一の研究の柱として「今日の生活をみつめ，明日の生活を築く活

動のために公民館はどのような役割lを果すべきか」と大会参加者のみなさんに呼びかける ζ とにしました。

公民館のh1!i設の近代化と整備のテンポは昨年から今年にかけて一段と高まり ，41年度には笑lこ18館の公立公民館が

新たに建設された乙とをみなさんとともに心から喜びたいと思います。ζのこ とは公民館の振興に労苦を共にしてき

た者にとって最大の励ましでもあります。

しかし，乙のような施設面の充実をもって満足するには現在の社会教育ーーとくに公民館に課された課題はさらに

大であることに思いをいたさずにはまいりません。一方では，迎'営の効率化を求めて公民館配置の問題が切実な課題

として公民館関係者の前に提示されてきております。 ζのζ とは単IC公民館の数の問題であるだけでなく ，そこで何

をするのかという教育活動の一段と深い検討と研究がわれわれに求められているものとも受けとるべきでしょう。新

しい説u設は出来ても，これを本当l乙生かすかどうかはあくまでこれを利用する住民のみなさんと，ここにおける教育

活動を企画，組織，指導，助言する公民館職員の資質と力量lこまっところが大であります。 r公民館主事」の職名を

とってみても今日なお法規定lこもとづく名称ではありません。その専門的資格として如何なる 内容が要求されるの

か，またその専門性を保障する身分と研t讃の道をどのようにして郁立していくのか。このような2基本的問題さえも未

だ解決をみていないのであ ります。

そζで今大会の第二の柱として「公民館の劇ti設・設備の充実と望ましい配置ならびに職員体制のあり方はどうある

べきか」と設定することにしました。

このふたつの住は，公民館にとっていずれも根底的な潔題であると考えられます。 ζの大会では，便宜上第一の柱

については，公民館利用者の立場からとして第一部門を，第二の柱としては公民館職員の立場からとして第二部門を

1時1Jl(しました。

しかし，この間諜泌はいずれも，公民館の利用者と職員が一体となって研究し討議を重ねながら，実践的に解明し

ていくべきものです。全国公民館連合会でふこれらの問題にとりくむべく昨年「公民館のあるべき姿と今目的指

綴」の中問機告を発表し公民館関係者IC広く間L、かけました。その内容はあまりに雄大すぎて現実にそぐわないとの

批判もあるようです。しかし私たちにi自られている;w姐は，あくまで公民館の現実?と目をすえつつも，日本の将来に

わたる社会的要請に答えうるところの真に教育的な， ~ぐるべき米米への展望をもった「公民館の構想」 なのです。

どうか乙の記念すべき第15回大会においてお互いの立i!iliと目前いを山しあい，力強い公民館の明日を切り開く稔り多

い研究と討議を心からJVl待いたします。
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みんなで歌お つ

たの しいね

たのしいね |尚子をあわすと

にのしいね パチンと背がする

あなたのおす わたしの左手

あわせてみよう(ほらね)

ぐっとすてきな 背がする

くっと191るぃ背がする音がする

たのしいね(ラララン)

口をあげると(ラララン)

たのしいね (ラララン)

し、ろ/しなJEカ;H.¥る(ラララン)

あなたi;1と わたしのJJzを

あわせてみようれまらね)

ぐっとすてきな 歌になる

ぐっと切るい i軟になる 歌になる

ランラララララ

7./77777・・ 0・・ e

みんなてe手ひ'ょうし みんなて'うたおう

あわせてみよう(ほらね)

ぐっとにのしい 一高がする

ぐっとにのしい歌になる

銀 色 の 道

1， 迷い遠いはるかな道は

冬の胤が吹いてるが

l軟になる

谷間の春は花が咲いてる

ひと りひとり 今日もひとり

銀色のはるかな道

2.ひとりひと り はるかな道は

つらいだろうが 頑張ろう

7tiしい坂も 止まればさがる

続く続く 明日も続く

銀色の はるかな道

3.続く続く はるかな道を

暗い夜空壱迷わずに

二人の星よ 照ら しておくれ

近い近い夜明けは近い

銀色のはるかな道

手のひらに太陽を

{J1らはみんな生きている

生きているから歌うんだ

{J1らはみんな生きている

生きているからかなしいんだ

手のひらを太陽にすかしてみれば

まっかに流れるぼくの血潮l

みみずTごって，おけらだって，あめんぽだって

みんなみんな生きているんだ友述なんだ

2 {業らはみんな生きている

生きているから笑うんだ

僕らはみんな生きている

生きているから うれしいんfご

手のひらを太陽に すかしてみれば

まっかに流れる ぼくの瓜l~UJ

とんぽだって かえるだって みつばちTごって

みんなみんな生きているんTご友述なんだ

ド レ
、、、 の歌

ドは ドーナツの ド

レはレモ Jのレ

ミはみんなの ミ

ファは ファイ 卜の

ソは青い空

うはラッパのラ

ンは しあわせよ

さあ歌いましょう

(くりかえします)

ドレミファノラ νド

ドレミファソラ ν ド

ファ

ドミミ ミJ'J レフ ァファ

ドミミ ミソノ レファフ ァ

ドミミ ミソソ レフ ァファ

ドミミ ミソソ レフ ァファ

(ノドラフアミドレ)

ラシン

ラシ Lノ

フ Lノン

フシン

ドミミ ミソソ レフ フファ ラシシ

(メドラ ν ドレド ラララ・ ) 

とソレな"寺にも

みんな楽しく

ヲ!Iを制1んで

ファイ トをもって

空をあおいで

(ランララララ ラン)

ランララララ ラン

(ランララララ ラン)

しあわせのT放 さあ歌いましょう

ドレミの歌

ドレミファソラ νド ソド
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1.主催

稲l河県公民館迎合会

福l河9iJ:教育委員会

盛ijlllfi教育委員会

行橋市教育委員会

策上部公民館連合会

京都部公民館連合会

第15回福岡県公民館大会要項

福l瑚県1Jf1るく正しい選挙般進協議会

2.後援

細川1県

量堂 前 "d'i 

福Wd県市長会

告iiI河県|町村長会

福岡県市議会議長会

福岡県町村議会議長会

福岡県都市教育委員会連絡協議会

福岡県地方教育委員会郡部連絡協議会

福l河県青少年問題協議会

福|河県新生活遠'動協議会

福間県視聴覚教育協会

相間以Jl'j'苔t並進委員会

制1河県社会福i社協議会

福阿娘幾協中央会

有ii岡県父母教師会連絡協議会

稲問県郡市婦人会連絡協議会

福|河県青年間協議会

稲岡県子ども会育成連絡協i議会

1If1江1法人公明選挙連盟

3.大会研究主題

今日の生活をみつめ，明日の!:U月を築く活動のために，公民館はどのような役割を果すべきか。そのため

の施設・設備の充実と望ましい配置はどうあるべきか。

4.期日

11日柄142A下5月14日(日) ・151](月 2臼l，'fJ

5.会 場

畿自íJifjïIJ民会館(主会場~宮市íflfj八昼間

－ 3 －



6.多加者

(1) 公民館をi闘人や[jH.$:で利用している人

(2) 社会教育関係団体(婦人会，宵年会，こども会. PTA.文化，学習サークル)に属する人

(3) 部溶 ・町内公民館の関係者

(4) 学校教育の関係者

(5) 公民館と関係のある行政機関 ・l1i体の人

(6) 公民館関係者(館長，公民館主事，その他職員，運営審議会委員など)

7.日程

第1日 (5月14日)

9.30 受付，歌唱指導

10.30 開会式

11.00 表彰式

11.20 一 般 報 告

11.30 大会のしくみの説明

12.00 昼 食

12.40 分 科 ~ 

16.00 分科会終了

8.分 科 会 構 成

第2目 (5月15日)

9.30 速 報 配 布

10.00 パネル討議

12.∞ 昼食，レヲリェーンヨン

13.00 記 念 講 演

14.30 大会宣言と決議

14.40 閉会式

15.00 解散

第1部門 『わたしたちの生活・教育 ・文化を高める活動のため，公民館にどのような役割をのぞむか』

公民館利用者の立場から一一

第 1分科会(学習活動 r生活K綬iひ'ついた学習展開の場として，公民館にどのような役割をのぞ

むか」

第2分科会(地域活動 r地域社会を明るし住みょいところとするため，公民館にどのよ うな役

割をのぞむか」

分3分科会(青少年活動 r青少年の活動を育てるため，公民館にどのような役割をのぞむか」

第4分科会(政治学習 r身近な生活の中で政治を理解し，住民の政治への関心を育てるため公民

館にどのような役割をのぞむか」

第2部門 『公民館の施設・段備・配置・職員体制はどうあるべきか』 一一公民館職員の立場から一一

第5分科会(施設 ・設備 r公民館の新しい施設 ・設備のあ り方をめぐって」

(新設公民館の機能検討)

第6分科会(配置と職員 r公民館の望しい配置と職員体制のあ り方をめぐって」

(会公連中間報告をふまえて)

第7分科会(公立と類似 r公立公民館と部落 ・町内公民館の関連のあ り方をめぐって」

－ 4 －
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日| 5月糾日

9.30 歌唱指導

指導稲岡市教育委員会 藤井重之氏

10.30 開会式典

開式のことば県教育庁社会教育;深長結城庸夫

あいさつ県公民館連合会長 守岡道隆

県教育委員会教育長 城取文男

豊前市教育委員会教育長

未元寿夫

来賓祝辞豊前市長 浦野 治

祝電披露豊前市教委社会教育課長

山本 信 義

閉式の乙とば霊堂前市中央公民館長 鳥谷一八郎

11 .00 表彰式

表彰状と記念品の贈呈

会長のことば

受賞者代表のことば

11.20 一般報告

福岡県公民館連合会事務局長

11.30 大会のしくみの説明

福岡県教育庁社会教育主事

12.ω 中食 分科会場へ移動

12.40 分科会

分科会進行の基準

結城崎夫

水勝安正

1. 開会のことば 司会者紹介(会場責任者)

2. 分科会諸役員の紹介 (司会者)

3. 運営方法の説明 ( 司 会 者 )

4. 事例発表または質疑

5. 研究討議

16.∞ 分科会終了

日 程

|第 2 日15月日

9.30 速報配布

10.00 パネル討議

~~壇者 佐藤千代吉(佐負z大学教授)

奥村 利雄(若宮町一平地区)

近藤節子(大牟間市倉永校区婦人会)

坂井 金次(甘木市教委社会教育課長)

久手是 正i美(稲築聞I公民館主事)

司会者 水摩安正(県教育庁社会教育主事)

12.∞ 中食 ・レクリエーション

13.00 記念講演「地方自治と住民の学習」

講師星野光!14

14.30 大会宣言と決議

14.40 閉会式典

関式の ζ とば県教育庁・社会教育線長結城腐夫

あいさつ県公民館連合会長 守旧道隆

閉式のことば盤前，1i教育委員会

教育長末元寿夫

15.∞ 解散

－ 5 －



大 dzbコhE 役 員

名誉会 長福岡県教育委員会教育長 城 取 文 男 運 営委 員田川市 11 11 豊田 i;VJ男

会 長有~1岡県公民館連合会会長 守田道隆 11 行橋市 11 11 岸本信雄

副 会 長 11 副会長 春永 "守r、 グ E霊前市 ノ'1 11 山 本 信 義

11 11 11 亀 谷 長 栄 H 糸島君s前Jjj¥slJ教委教育長 LU議』自i~

11 福岡県明るく正しい選挙惟進協議会 11 三活者郡三瀦UI)公民館長 木下品m二
会長 根津菊次郎

嘉穂郡縦井町教委社会教育~~長11 

11 援前市教育委員会教育長 末元寿夫 !l!f児111h正日J

参 与 有~1附県知事 亀井 〉じ 11 申立手2羽目鞍手IIIJ教委社会教育主事

〆'1 強前市長 浦野 日fz
金川明敏

11 京都都豊津IIIJ公民館長 i&辺虎夫
〆r liii附県市長会会長 阿 部 源iMt

11 築上郡大平村公民館長 仮痘 ~~!並
11 稲岡県市議会議長会会長 石橋幸八

〆r 県教育庁京都出張所長 加来春治

11 稲岡県附村議会議長会会長代理

副会長井上達雄
11 福岡県公民館連合会事務局長

布告域防夫

11 原岡県都市教育委員会連絡協議会会長

石井哲夫
/〆 11 事 務 局 水 摩 安 正

福岡県地方教育委員会
11 大会準備委員長 j鳥谷一八郎

11 

郡部連絡協議会会長波 秀雄 11 教育庁築上出張所長 尾園政一

11 布1附県貯欝f佐進委員会会長坂田忠雄 準備委員長 壁iiirdi中央公民館長 鳥谷一八郎

〆r 稲附県社会福羽l協議会会長 原田平五郎 準備 委 員 が 市教委干上教JW長 山本信童話

11 福岡県Jl霊協中央会会長 森高官 隆繍 11 グ 市中央公民館主事 柿木芳雄

11 結l岡県父母教師会連絡協議会 叫/ノ 行橋市市教委社教E深長 岸本信雄

会長田中義忠
11 11 ，I-j教委社教係長 山中 募

11 有~問県郡市姉i人会連絡協議会
11 打開回公民館長 定野 保11 

会長内聖子梅子
11 担当上部吉宮町公民館主事 定木 光

11 福|河県青年目1協議会会長 車事11: 界

ノf N 大平村公民館長 板垣菊雄

11 稲岡県子ども会育成連絡協議会

会長越智美雄 11 県教育庁築上出張所係長 三田豊水

運 営 委員北九州市教委社会教育主事川上能，吋 11 京都郡鐙津町公民館長 渡辺虎夫

f〆 制岡市教委社会教育訓!長 11 グ苅田mJ教委社教主事閥馬官給

青木 ~ 、
"〆 県教育庁京都出張所係長 吉武駿次郎

11 甘木iIj 11 11 坂井金次 稲岡県公民館速合会事務局水摩安正11 

11 八女市 11 11 大坪椅太 Wi岡県公民館連合会事務局 川崎隆夫H 

ノノ 直方市 11 11 山近正彦

－ 6 －



昭和的年度公民館優

審号 TI1 郡 名 [ 被表彰者 t氏 名一 丁 一所属公民館名 | 役 職 名 |在職期間 1
Eヨ二Ei賀 幾次自郎r;J拓祈l附…楠公民削吋踊ι町f

| 一 !「「一一一一一一一F一一一一一一一 一c一一一-3引1仁τ1.7工口Jλ 1 2 久官f米 司)1 井上 淡 l久間米111 ffj j紫公民館 iI賦! /\.~J- I ./l"I IJ fU :1.0;，":" J-， JA.. ~LI ! 'l¥'''"i nl. S 42. 

1JEEEIR::1王lb」lij亙竺区註竺亙|豆15Z
4 北九州 rli!小 柳 節 雄 |北九州市門司区高砂公民館 !館 長 |3Z:;

王士二三ゴ戸一子FZt-プ型哲三里di211竺IJ口百二
6 11 I i判岡 賢 i 11 戸畑区牧山公民館 |館 長 I~器:j i 

了 直 方 市 |武 末 新 徳 i直 方 市社会教育課i社会教育主事 132Li i 
z|Eill-JU1二二王|王山豆王百|互二二三lEU-i
i飯塚 jpI田 上辰 雄 同 i塚市総田上町公民分館 |館 長 I ~ 若:j |
;717つ~-I 長 子一元一五-1" 市中牟回公民館 |五一一 - ~Tf -託子 1
111山田市 |白井善弘同田市大橋公民館 |館 長 |3iLil
1--12

1 tt--= ~*可 | 武 井 善二 ~ß l tt*m 安川公民館よ竺:村主主7Z|:51:了|
13|大川市 |大坪勝利怜川市大川公民判公民館主事132:j|
141大 川 jli 1能 読 万 絞阿川市 木 室 公 民 利 運 営 審 議 会 委 員 i32:Yl 

.:r.:JI ~ I/，.二 1S 32. 4 ! 干lIliIiZ 利 審 「元首市延米公 ~~J公民均三副 s二位j l
16 :蛍前市 |柿木 芳 雄|豊前市中央公民館|公民館主事131kj ! 

互i-~ '~____Tii I_~~-~ヨ三戸山市~~-~~~ I 仁三 JE23E
181筑 紫 郡 i八 尋 久 義同珂 川町上梶原公民館 |曲i 長 [3位:j

1----::::-- tl-b +-~ ，1. ~. I-=lr'.門 If>'， E1 j S 29. 4 19
1

筑紫郡 i 村山 栄 同日町桜ケ丘町内公民館 |館 長 1S 42: 4 
瓦ikf盃 王子n 語一一一言-FFF正面瓦白よ玩一戸 - EiliJ277 ド← !"" ""IS26 

-r- ~::r.n -:!i!;" .Hf : 出 陣 I "'" E1 1 S 31. 4 1 21 I宗像 郡 |千々 和 英 雄|宗像町南郷野坂公民分館 |館 長 ls 42.4 | 
I iJ>1' :r. ~ I h jp， M;; ι I 

'"' 
E1 I S 31. 10 1 

221鞍 手郡 |久保梅ニドト竹町公民館 |館 長 |S4. |
ぉ |子玉一五 日 一面#2 ~lm :Jt町公民館 | 主 一 三一i31日-
24

1 

~孟五局一 野友 良 |穂波町教育会五 会]社長約五一; 口 τ下 |

竺|ムヱ!lIl西村哲雄 比互旦三 ~一戸 | 竺 ー竺|立 :11
26 1山門郡 i 浜武健二郎|瀬高 町 公 民 館 |館 長 iS 22 

し一一一一一一一 」 一 一 一 一一ーに士一宇 一一 L"" ______~__ :_S~12_J_ 

27
1
田 川 郡戸1波 よ し ゑ ド1吉田町中央公民館 |速蛍審議会委員 132:jl 

ml京 都 郡 i広 瀬 正美 知 |苅 田町 公民館 !運営審議会委員長 132:ii
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良職員表彰者

表 ，，'t:" 
.'sノ

覧 表 優

理 佐1

m~TI'量Eじでn昨夜爾岡両新酪碕t，:;-.Ei;!mo5rþモー{躍あ百主岡高前五1: ~J; I:二 1限必至長~~[，-Cモ}川ご
盆民監2進E主主資皇目。 一一一 一一一一一一一一一一一一 一一一一一一 l 

青少年教育を主体に，1時代に即した事業を企副実施し卓越した理i論と実践力で著しい功績をあげた。

長年地域公民館長，校iX連絡協議会長，-rli会社会教育委員等僚任，公民館建築，新生活巡if!iJと iliの公民館活動推
進に架した役割lは顕著である。

公民館の中で育少年の育成に)Jを住吉，組織づくり ，活動のf旨4平等一平和な村づくり巡動に来した功紛は大き L、。

学級育成を重品((ζ 青少年の長tt全育成，社会体育とー扇五五五頁高森膏~実施じ在æú)函王町、取;扇~育ーで吉実忍lii
高く平fiRiされている。
商東部産瓦厩豆長霞蓮菅萎頁7萎貰妄を雇荏荘至互主育RfilífÎëEfjJ~ ヲ匝豆頁蕗蚕Iξ玩在寺ごと) ..i()，育 研 薮 肴，一成
人教育を魁u主主主めるとともに胞i設嘩突11:;齢注ぎ地開会」豆教育，剛担割E塁也ム
中央公民福王事石正京:-l干蚕薮育王事として151可爾膏平薮1育およひ煽天教育K，勝れた指導理念をもって市の社
会主主貫主企主主:の振興につとめた三 一一一一
"以遠会長， 市五戻筒述g審議会委員長， 在~薮育委員長としで市在蚕教育推進の中核者τCぞ束亡日活üiT天
きし公民館長としても子供会，青年団， 昔人会，老人クラブの組織化に尽力されている。
分配i設立主布石~r;; 奇麗百事E万万百設寸Q.l:f.爾扇面蓮膏E宿高Zら干Ïfilii在頁む扇否両王--y::.医「し天主， '戎京つを孜両

-Eh百五位同涌 平I綿花砕石商面弱視踊1同碍le疋}j;一抗市防刊五蔽瓦布支一郎厄ω反
~w，~工主主三5C"金丞L一一一一一一一 一一一一
14年間公民館職員或は館長として施設の整備充実を図り ，地区住民の生活文化の|向上に尽した功級l士大である。

0.喪蕗蓬菅γー萎l言及志議長Eじで市広氏扇莞雇京来百年-;-ii'XA薮育香子1- 11) g;<O)函鮮ど斗-ζτfTtii l玄3土Ji:耐r~
怨設する笠型!l~Jl;金及び住民の文化肉よ企主並区本主iこ盟主皇室(})(三し主 。 一一一十
五夜蕗IH立のあるべき姿の追求に地道な努力を重ね，学習活動を通じ地域住民の民主化学潤の生活化を促進する
とjは ，公民館の条件整備し地域社会の中に金屋盤笠盤I生盤主位主L 一一一一

寸前J長爾雨夜lK0夏面市萄否薙蓬le冨訂Jjiこ分館建設に尽力した。なお全rli的夜野不百五民館の牽罰>t-aitt¥l 
l己認識させ公民館の職場改善向土に協力その:J;}J 大。
抗盃薮育萎頁7玄箆爾蓮菅蚕議萎頁， 0民訴主語王℃モ:一石否薮骨薙蓬5王百汚染1続ヲーミち薮1t17j苓ゐ百扇充実ー
につとめ近代的，ri民づくり鐸境づくりに尽した功績顕著である。
初日直面F穿蔽耐の議蓬7扇天平夜7拐しの育f腐夜菊二百五lli~i布面j石町、τ-CC-t~JiØi主f05羽~ø而
1::-'三2主企左主主1皇室金立主ι ー
IIIJI付与民館長として7有 E否了腎存団即清蔵-;--<fJJiて区内百:辰宙 滞事疋煎芯i::n<ヌ-;lyE下可否 布 石 百
献しfニっ

す-('1託手前E議克宅部落公民館の組織機摘を整備し，民主的巡聞こよって分館事業をすすめ，語7&否冨[あ互;-1)-
方を|汚らかにし他部車専に大きい影響を与え，その推進i乙大きく質献した。
「町内玉琵館長として， 公民館活動不有三下~)れる住宅地lこ公民館を窪薬7両官石可否而刊五戻蕊[市高石芳丙ヲI子

をしに:J;}J績は非情に大きい。
寸山~，x' 0.民福E簡潔議萎~， 0頁E百長として16fF-:長きにわたり青少年華師事JJ-:施衰の充実iこ怠を注ぎ，相会長五
rtの推進l乙t理 主主3

公R首長就tf以米子炉、会， 育成会等の組織化を通じ背ダ"f の在n全育成lこづ [yj-;-TI自~Æh写~T::~l る施設を充実じ ，
_1血l川長(})重!Q賢明L~虫記亙盤L己主L一一一一一一一一一一一一 一一一一 一一一一一一l

tl会体育の振興lこつとめ，ii.~ JWづくり ， 新設:沼運動の推進に献身的に努力。 明るいIIIJづくり顕著な功績を収めた。

一雨~1す1t一三頁じで0.h~飯i職員の臓にあり ， 施設の薪環了宇古E至了読者活動， 視l他党教育， 青年間のグノレ士ヲ
"FtJ主笠台指導lこ努め，産j災地社会教育の確立に活墜虫主金る。 一一一一一一一一一一
IlIJilj子fJi、会指場者協議会の品Ii成，阿LiL育タ• .l:f-野官司練所の恋恋，:/;Jニア ・リーグ研究組織づくり等すぐれた突
似をあ'ずに。
長"{(~;E~街並if:tvぞi:t戻E沼議否亮lてすε芯7τ医薮苔TIR休の育成tζ尽力地域自民と一体となり 11汀づくりに貢献
しにa

:，.\LCllIl主事の明戸、設置， 百:落0~蕊町頁11l， 薮萎夜前覇王， "~章百五l:\l商妄衰直等公民館後進のための条件を整備
本IiIJ:;Cd.i，¥![@監の基礎1'2くっζE姐旦主J?めτ式ーきど2一一一 一一一 一一一一一一一
'1'リとみ民館の建設運営に積相括的に参加推進の役割lをよrした。また
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昭和 42 年度優良公民

竺|可J!1IS :g I公 民館名 |;;別 | 所 在

施設

川館長名古lIR訂正

1 1福岡市 |福岡市立原公民館 |公立|福岡市福i陵町 1の13 j-1ιI  40 i 

;-1五E百v-.t\'i*i~J :̂ wi互~~~I:̂ wi竺i哩唖?叫幅瓦叫忌L孟副3一一~記ιJiiι副E:4副巨山iU戸臼|戸日三刊!E日空~~_~ ~32 1~巨:日E日三三三EH一|匡|子l回工ヨI![: !一? 
3 1北川一一川叶l卜IJ小叩l卜附、倫慨余献反山氏胤附紅ペ，!|公 立rL ~詰樹i回i川卜
4 l両ι両示;示;ム猿ふiムJ…;斗…民M官ii-I ;--;司|平而;戸Jム長~~ - I ~厄4よi戸二 一副| は刈;1工司1--4 [ 

5 I山五一;IiiJii iEtili--l五両瓦rliU1siSムー iz--JJi--7iiJl-;i l-i 
6 I凹川 11IlHIllsl脱公民館|類 似 |げ1川di上伊|服 |米 ! ム 久 常 1 85 12 130

ト ー|一一 一 l 一一一一 一一一一1一 一 一 |一一一一 一 |一一 一 一 ト トーー1------:
"""'_，， 1 飯塚市 I ~ n'l I f.': 1. : ""，-!-;1-:--l-~"å'1 :W:1Il 1' I 1_1-1 :.JLo _-r:11 f.，(， I 10~ "'l 'in 

I~ ~1_~_[i~!IJ~~~~fifi I _~__~ I fD;i~~~_i'*~IHJ____J ItJ ど止I--~日 2 日 |1 W;< ..". '" 1 東新町公民分館 J 1>R l.j1I.. I W.x~"， I 1J /"J'~~} ， I"J I .1.... ~ 'l"J 1'1¥ I IOJ L L U  

8 1大牟間市|大喜官[1公民館 |類似|大相Jlr!i大開永10加 12!近線新次郎 I 190 I 2 1 15 
トー|一一一 一 |一一一一一 一→ 勾ートー一一|一一一一一一一 ト一一一一一一一一 l一一 1--1----1 

9 1大 川 市|間E民館前分館 |類似|犬川市大字ー木1267 械 r H 他 市 69 1 1 10 

~I耳石11J;~;~;一|工-;1 nmrt;k'f雨戸 I -~~l三 -J;I -~~~-l-3-1 - ~o 

20 

15 1嘉穂郡 |桂川町豆田公民館|類似 |溺秘郡佐川田]豆回 有.¥井兼男 1 207 12 120

16 1~~ 3j;J il1S I翌日I~ w l盃亘コ三-~ ~ 1--~-1-1 I士
山 一八女郡 |立花町境原公民館|類 似 |八女郡立花町制|開肪1|土竺竺三上fと1 1 1 _~__ 

tltrlrU::I7l:: 
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関空転車警おそ雪量説得4ti?種事業折iI副

部落づくりの拠点、として住民のj意識が高く ，多方
面の事業が活発に行なわれ本質的活動がすすめら
れている。

一一|一一「一1--- 1----1一一一一一一一一一一|寸fiJfn薮育を萱百四夜石英五百繭F石王め百圭一
1 ， 1 オルガン(， )的戸級が公民宣fを拠J.'.，¥{こm進され効梨をあげてい

ー一一一| ー| 一 一! る。

2 

5 

4 プレヤー(， ) 地域住民が活動に対し意欲的で施設設備を充実し
青少年の健全育成等著しい成果をあげている。

一一「一「一一「一一 一一一一「一一一一一一一一一一医師石市町否問扇面支配幅五芝刃「
'51 巡動用具一式 !寅婦人の委員会は特に活発，胞設設備の充実につ

~ I--I - -- I寸 l二二， )一 一暢擢語審;続;矯璃ZE
の協力，団結により活動が充実している。

--;I-I -~ - I-，一一一一一|τご5til-7lEf長引鼠喜男子害賠扇官事5-
I ' I ' I 調理問人分一式 じ当江出」

施設設備が充実し施設の開放により各部凶体グル

イ-l-L 曜午る同開運営欄問実し住民の間活動州
げ~I乙行なわれ実績をあげている 。

~ I--I-，-I一一一 一 一 「一一一一一一一月零麗震言語璃霧7言語読喜一
として 繍顕著である。

! --l -r ---1-ーにごJ二:万了湾r霧ZL読書島被要員守主妥豪語専
主》る。

-1JU17下 一「一一一一一 「言語倍晋ZFET77語霊魂斡鈴諒幹

1-1 ー-l一一 一一|議事ぷ摂理府主謝料

，-1-1-- 1十卜-ーはご一館として理想的な施 ，設備であり組踊I I 円滑に行なわれ納品があがっている。

I ， I ， I プレヤ ( ， )鎖芸?講習話語if諮賢哲治主主25喜
1<，村づくりの中心施設となっている。

1-----1 ----1 ----1一 「玉三7て7て一一一一一|僻地にある公民館としてその施設設備がすぐれ

22  I ' I ' I 訴ぷ心ノ(， )協調鉱鯨惣号警は;/'1.婦人の学習，

－ 10 －



分 科 4
2
 

館民 わた
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どた
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役ょなう 生活・

留をl 化交

の

| ぞむ 教育を

館1公民;11 か 高める

者m j舌

IiJ 
の の
:IL た

場か め

り
、

〆ιヘ‘ 

第 1分科会

(学王子活動)

分科会テ マ

生活i乙品!tひ'ついた学習展開の場と しての

公民館にどのよ うな役割lをのぞむか

一
司 会 者

主

純

育教会

州
委教

育
米刷

出久

!'iJ2分科会
るため，公民館にどの主うな役却lをのぞ

地域社会を11)]るく .11:みよいところとす
教育庁i;uJfill-¥'j長所社会教育係長

勝 *1 和|
(地域活動)

むか

第3分科会

(背少年活動) のような役者jをのぞむか

青少年の活動を育てるため，公民館lζど 1 悩l州打教委社会教育主事納

日野 l時 出

第4分科会

(政治学習)

一

事

一

主

一

Jr

一

教

一

内弘

一

割

一

，，uA

一

8
4
L

一

丸

一

阻

一

の

の

一

民

ど

一

住

に

一

'

ぬ

訓

一

し

民

一

解

公

一

迎

め

一

を

た

一

治

る

か

政

て

む

で

脊

ぞ

巾

を

の

の

心

を

活

関

剖

生

の

役

な

へ

な

近

治

う

身

政

よ ムL 十4 光手リ

第2認r，

あるどう Eの公畏E 

ベき 施俊

力、 . 
鏑股. 
配
置

の . 
プ場f. 

E 体制隠
カ〉

り

会

備
科

設

分

・

5

設

崎

山

胞

一
公民館の新しいhui設 ・設備のあ り方をめ l 北九州市教~社会教育主:;.J'

くって

第 6分科会

(配置と職員)

第7分科会;

(公立と類似)

一新設公民館の機能検討ー

i 公民館の望ま しい雌と職員体制!のあり I 101木市教委干l会側謀長 | 
坂;11 金次 |

方をめぐって

公民館と部務 ・町内公民館の関連のあ り

方をめぐって

JlI 白E ，Ih 

教育庁福岡出iJR所社会教育係長

後 }能 久
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の

劫 言 者

九州大学教授

岩井竜也

以担会教育主事

大和正己

山口大学助教授

山本陽三

Yi~社会教育主事

赤司 !勝

|ヒ九州市服員研修所次長

和田 喜代治

以教委青少年教育係長

新海俊彦

一一一

九州大学徳助教授本 正 彦

県選挙管理田委員中会係博長明

県社会教育ノk主摩事
安正

北九州市防i山公民館長

仰木 J~ 幹

時l視聴覚教育係長

測ヒ雄幸

佐賀大学教授

佐藤千代吉

以成人教育係長

波左閲圭造

liil小倉市社会教育課長

林克 t毛j

教育庁京都出E長所長

力 日米者治

構 成

事 例 提 供 者 記 録 係 : 会 場 と 責 任 者

行橋市仲滞 西本正人(行僑市) liU議会議場 (21科)

未 JI<敏子

(婦人学級生) 森門 lifu栄 (行橋市) I紫川芥市(築城11り)

鞍手郡若宮町 ;1ι地区

奥 村 利 雄

( 農 業 )

築上郡大平村

吉 本 力

( 公 務 員 )

大牟旧市倉永

近藤節子

(主 婦)

社会教育主事

白水消防

岡野文明(尿IIlmJ)

1i!l問治二 Oli問問)

小野氏 三 (築城IIIJ)

! 瀬口久子(市窃IIIJ)

緒方 的 夫 miIIfdi)

高橋安正(~:判írrl j)

越路 r~ 主主 (ffHfIlHf)

上間的行(椛fFlRlJ)

di民 会 館 前 1会議京
( 2附)

中村安|笥 ('~~ln íji l j)

I¥i民会館大ホール
(21特)

安本慶彦(新i.';:'j;j村)

I I¥i議会議tl抑笠(21:析)

l軍 松 持 C~日iìí!I\ i)

一 一一一一

|lif 役所立~ 1会(議3室r朽)

lヲ-:I!l¥} 学 (~~l iÌírl\ï)

lI¥if己会品 m2会;:迫害
糸島郡前原町教委 ! 桜井容学(行橋ilj) i ( 3附)

社会教育主事

吉村立宏 i塚本山(行橋dj) I~i iI.任 IljJ(収iiifl/i)

市民会館¥TII，主μ、問
田川市教委 : 関川以桁<JlilIII町) I ( 3附)

中央公民館副館長

児 l込 I幾雄 i桑田仁視(帥PIJ) %~ j縫J1Ji己 C*I:iIiJI¥j)
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分科会の事例提供資料

第 1部門 『わたしたちの生活・教育・女化を高める活動

のために、公民館にどのような役割をのぞむか』

一一公民館利用者の立場から一一
-.........................................・・・................"..........................................................................目................................................

第 1分科会 「生活に結びついた学習展開の場として，公民館にどのような役割を

の噌活動) のぞむか」

行 橋市 {中津婦人学級

学級生末永敏 子 (主婦)

1. はじめに

社会教育指導機関の方々により，婦人学級の開設を

推進されたII{州 129年から .{I中津校区では，婦人学級を

開設し騒 の々I.'U盟国と取くんできた。

(1) 子iJtゆ家庭教育の問題

(2) 私たちのくらしと政治の問題。

(3) 行政と伎民の問題。

(4) 他肢の問題。

(5) 人間関係の問題。

(6) 法wの訴し。

等々学習を続けてきましたが，遅々として成果はあが

らず，出!市率も次第に低調になってきた。昭和41年3

月私たらは正副会長を中心に，市教委，館長，主事，

支部長をむって新しく婦人学級開設準備委員会を組織

し，幾度となく集りこの原因について，話し合い研究

したがI以，実態;淵査を行った。それを基礎に，地域の

特性を生かすべき学級を開設するととになった。即ち

払:の4コースが誕生したのである。

① 月:樹園芸学級。

③ 益lli学級。

③ 君主峰生活学級。

④ 栄益改善子!~!:級。

いづれも地域の特性と変りゆく社会状勢により，必

然的に椛4立されたといえよう。

2. 学習環境としての仲滞の概況

行橋市の中央から南約6粁の地点にあり，面積13.

72-'1'プJ粁，18~部溶からなっている。南は築城航空自衛

隊基地lこ放し，東は局|勿灘に面して校区の中央を，日

強線や国道10号線が貫通している。北九州までは約2

粁町年国鉄の複線化lこより，土地の相場は暴騰し職業

ふ多種多様にまたがっている地区である。

3. 四つのコース霞立の動機

(1)急速な経済の発展に伴ない，労働の中心である

男手は，近くの商工業地穏に出稼ぎに行き，農作

業が主婦の双肩にかかってきたので，特tζ高度な

知識技術を裂する果樹栽培や養蚕等未熟なため，

乙れを修得する必要にせまられた。

(2) 一方住宅団地や一般主婦は，健康で，より楽し

く豊かな生活設討をするための学習または，家族

の健康増進と体位の向上を図るための栄養知識を

身につけるべく ，先に記した4つのコースが誕生

したのである。

4. 学級の運営および学習方法

(1) 学級運営委員会

Lイ)構成 (18名)

婦人会正副会長3名

各学級正副学級長8名

主任講師(助言者) 4名

市教委1名

公民館2名

(ロ) 活動内容

・毎月10日を定例日として，運営委員会を開

催した。

・各学級閥(コース別)の連絡調整およびf青

報交換をはかり魅力ある学級作りに努力し

Tこ。

－ 13 －



-学級長を中心i亡，学習内容や学習方法，教

材，教具等の学級運営fC，必要なことをと

りあげ，打ち合わせて学習活動を機進し

た。

5f~のある時期fC開催した。

(3) 学習方法(学習に変化と興味をもつために)学

習テーマによって，講義，話し合い(体験の交

流)視聴覚教材，実習，視察研究等を， :i0i:"1に選

択して，学習効果をあげるように努めた。(2) 学習日(農繁期は除く)

付) 家庭生活，栄養改善学級は，毎月 18日午後 1

時より 5時まで学習した。

5. 学習の内容

・果樹園芸学級の内容

{ロ) 果樹園芸，養蚕学級は実習を多くとり入れた

関係上現地(部落公民館，学級長宅)で学習効

・目傑 果樹闘去の知識と技術を身につけよりt幼〉
な家庭を築く。

;11-:星探 OH持 義

8・10I生産物五評会 。JEしあい

|;:ぷ'互評 |制度検定保|。実 習

9・18I果実加工総習 いちぢく 1
ブ〆 ~f ジャム等の加工

1 グレープジュース 1 ~対 1 0 ;:1路実習

容 保 I 0 :fifjしあい
果実|

研究資料仁ihr， ，，¥ 
10・20I果樹後期管理

1. 早期落葉とその対策

2. 施11巴追肥について

3. 病害虫防除
。祈しあい

整枝鈎Jtについ

①目的 ②程度 ③万it

1. 作物の主主分吸収のしくみ I 0 Jl~ 義
2. 養分の選沢吸収

3. 養分吸収K影響する条例ー
|。;百しあい4. 澱粉の合成をその利用

1・14I植物生理について

1. 病苦虫J!1j除の必要なわけ

2. その方法と薬剤
プリント I 0講 義

-養蚕学級の内容

・目標婦女Fの軽労力でできる養蜜規模の拡大と

収入の増加を目標として近代議裂の符日技

術を身につける。
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:::UT-11253iitrl二
二iFi-一一一一11ti両日[-7「;一

司ー |??12仰向の作「耳石JLR

土竺Lリ士i比!竺?竺1土[，~~里竺竺竺I~~I竺竺竺~"j竺竺"jfì空JTTL!!L:一一Jl「一fiìI}'[ 1 .三 : \竺:竺\~;，jア竺;.J"fi竺一.J"fi竺一!空竺!プ±汁L 二斗L二一

1叩O'1ぺlト自一 l :む;?tT;zr;ア箇H時寺期 t麟所恥の ;-----_1 11 

1ロ2'1イ6イ[ト誠刊一習柏会 [ :T?2立rrニ苫Urイ化仰…巴白l

!晴詰r出f立2;ニr;ご7ア金到釧!肥肥石?竺一上二j也;;L:1・23I桑闘管理

司…検討
-家庭生活学級の内容

・日棺i 主婦が長~康でより楽しく ， 笠かな生活をするためのくらしの工夫

7・18I食生活の工夫

学習内容

学習計l副

生活をよ り主主かにする婦人の学
習活動

食生活の設計冷凍魚について

摘果ブドーの加工 スピード料
理

教教 材具 学習方法

。話し合い
プリン ト

-講義

。話し合い

。実 習
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洗剤の種類と性能

8・18 上手な洗溜の仕方 洗瀦機の使い方，干し方 H 11 

ポリ容告書の手入

。体操実技

9・19 主婦の美容と健康 魅力の要素 11 。講 義

正しい美容の技術 。話し合い

農繁期労働と疲労 。講 義

10・18 農繁期のくらしの工夫 生活時間について 11 。話し合い

季節の加工 。実 習

家計費の設計 。諮 義
12・19 お金の上手な使い方 上手な買いものの仕方 11 

貯金の種類と方法
。話し合い

衣生活の設計 。講 義

1 • 18 衣生活の工夫 改良和服の作り方 〆〆 。話し合い

被服管理 。笑 習

家庭の生活設計

2・18 くらしの工夫 くらしの工夫についての体験交 11 。話し合い

流

康健ル』h
H
，，
 す，z

、
nnuv
 

n4
u
 

薬の正しい買い方，使い方

くすりの効能
11 

-栄雪量改善学級の内容

・目標 家族の健康増進と体位向上を図るための栄養知識を身につける。

学習課題 学習内容
教具
教材

学習方法

開講式 。話しあい
5 .14 

量買Z晶君蓄にする
学習計画樹立 プリント

。講 義

野菜料理 新鮮な生野菜を多くとる 。実 習

7 .18 麺類の栄養のある食べ方 プリント 。講 義
麺 料 理

言|量の知識を食品の働き 。話しあい

夏の健康管理について

冷い夏の飲物

通勤通学行事弁当の作り方

栄養と食品構成について

保存食，スピード料理

農繁期の栄養のとり方

客向き盛鉢

8 ミリ
映写機
プリント 直!
プリント

11 

11 11 

よい食事のパタ ーン

1 .18 
牛乳料理

暖い冷季料理として良質の蛋白

を多くとる。栄養診断について

ノノ 11 
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2・18I農産加工

甘生萎，夏ミカン酒

夏ミカンジャム

発表会準備，話し合い

安価で栄養望豊富な内臓を使って

年閣の反省と話し合い
ムロし話理料つa恥

u

n
k
u
w
 

内
ペ
》

。実習

。講 義

。話し合い

11 11 

6. 学習の成果

(1) 果樹園芸学級

・新しい技術が身につき，失敗が少なくなり，品

質が良くなったので，経済的に豊かになった。

・学級生関の親睦の度が深まり，和気あいあいの

話し合いが出来るようになった。

(2) 養蚕学級

・近代養蚕の技術の向上と，お互に親睦の度が深

まった。

・従来してきたことであっても，ただ教えられた

だけでは，その理由が分らなかったが，婦人学

級で勉強したおかげで如何なる理由でそうしな

ければならないか，学問的によく分ったの

で，今後養蚕経営に又飼育上大いに役立つと信

じる。

(3) 家庭生活学級

・主婦は，ややもすれば家族優先で自分のこと

を，かえりみないので・あったが自分が健康で楽

しく生活することについて考えるようになっ

・健康にくらすための栄養知識，より豊かに生活

するための経済知識，より楽しく生活するため

の生活技術を身につけ，くらしの工夫について

考えるようになった。

・とかくこれまで無計画だった生活が反省され，

家計簿記帳に意欲をもったり，今年より予算生

活を始めたもの，また少数ではあるが，長期生

活設計をたててみるものもあらわれた。

・家族とくらしのζ とについて，話し合うことが

多くなった。

・特に講義や話し合い学習をともにとりあげてき

たスピード料理，ジャム，漬物，洗濯等の実習

は，学習をより楽しいものにし，それを近所fC:

教えたり配るなどして喜ばれた。

(4) 栄養改善学級

・経費があまりかからない農村向きの料理が主体

K計画されたので，実生活に役立った。

・農繁期の体力の消耗と，栄養のアンバランスを

少しでも解消出来るようスピーディに出来る料

理，保存食，計画的な献立の作成，労働の配分

等，農繁期対策の学習はとても参考になっ

fこ。

・栄養のバランスとはどのようなことか，栄養不

足による病気の発生等，食事作りの大切なζ と

がよく分った。

・年令別，性別，労働別の栄養摂取畳について

は，はじめて聞くことで，とても参考になり，

古い食習慣から早く脱皮しなければならないこ

とに気がついた。

・安価で栄養がみたされるもの，又色々な食品を

多く組み合わせた食事を作るようになった。

・食事日記をつけてみて，何が一番不足している

を知って，食事作りのむづかしさがわかると共

に，つとめて献立に組みいれるよう工夫するよ

うになった。

・今まで栄養については，随分考えて色々な料理

を作っていたが，何がどれTごけ必要か，まにど

れだけ子どもたちに与えればよいか分らなかっ

た点が，学習を通してよく理解出来た。(高校

生を持つ母親)

7. コース別の学習を支えた条件

(1) 学級生側

験業別，地域別及び一般婦人希望者をもって組

織し学習内容がそれぞれ，実生活と結びついてい

るので，学習に自主性と積極性があった。

(2) 教委，公民館側

付) 農協，農業改良普及所，園芸組合K協力を依

頼し関係職員より，指導助言いただき，現在も

引続いて関係機関の協力が得られている。

刷会場の提供，学級生の募集，事務，講師交

渉，学習資料の作成，学級生への連絡等の協力

があった。

村教委，公民館関係諸先生たちが，学級の自主

性をTこかめるために，積極的に学級の中にとけ

こみ指導助言をしていたf点、た。

与) 特に公民館主事が婦人の学習活動をより効果

的l乙進めるため，校区内の区長会，老人クラブ

各種団体に協力を呼びかけ校区ぐるみで婦人学

級の推進ができた。
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8.むすび

社会の進展と家庭生活の変化に対応するため，家庭

の主婦として，妻として，母として新しい時代に生き

る婦人として学習活動を進めてきたのでその実績と体

験を紹介したが，まだまだ多くの問題を残している。

例えば

(1) 勤めにでている婦人の学級作りは，どのようにし

TこらよL、か。

(2) 小グループの育成をより多く進めたらどうか。

(3) 経費の確保を如何托すればよいか

等近代社会における「婦人学級」の今後のあ り方壱 (

組織，学習内容，学習方法)再検討し，参加者をより

多くするよう努力しなければならない。
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第 2分科会 「地域社会を明るく，住みよいところとするため，公民館にどのよう

(地域活動) な役割をのぞむか」

1， 地域の概要と問問点

鞍手郡平分館

0戸数 32戸

0専業農家 13声

0第一種兼業農家 13戸

0第二種兼業復家 3戸

0非農家 3戸

0水田 2.760 a 

。畑 150a 

O山林 50a 

0区有山林 1 /，切

0開鐙地 5lta 

0乳牛 65頭

0戸数(酪農) 11戸

0男 71名 0女 101名

0農業従事人口 55人

鞍手郡といえば，石炭産業はなやかなりし頃日本の

三大炭田とうたわれた大之浦炭坑は，わが若宮の隣同

宮田町にある。若宮町はその時代から今日に至るまで

町内からはひとかけらの石炭も出ない純農の町とし

て，直接石炭産業の恩恵を受けることはなかった。し

かし石炭産業のはなやかな時代は，差是家は作れば僅か

2~3 同のところに産炭地という大きな近郊消費地を

抱え，又そこは炭坑特有の気質て:r宵越しの金を持た

ない」というような消費生活の激しいところであった

ため，農産物を容易に換金することの出来る誠に恵ま

れた地域であった。

それがエヰノレギー革命によって石炭産業が斜陽産業

となり，企業整備に次ぐ企業整備で，隣町宮田町の大

之浦炭坑も，一時数万を数えた従業員が僅かろ10程度

に激減した。石炭産業の直接の恩恵を受けることのな

か?た私共の純農の若宮町もその農家と共に大きな打

撃を受けざるを得ない破自に立たされる乙ととなっ

た。一戸平均約9反の水田と 5畝の畑では，到底明日

の農業を夢み，又その経済を支えることは至難とな

り，何とかしなければといった悩みは日を追って深刻

化していった。

明るく住みよい村づくりも，豊かな経済的な裏付け

があってζ そ実を結ぶことであり，そのためにはどの

鞍手郡若宮町平分館

奥 村 利 雄(段業)

ように取り組むべきかが，私共の地域にとって当面し

ている最も大き な;~QYである。

2， 運動に取り組む住民の意識

10年前までは，j'f.れば何でも手早く現金化でき，初j

作り ，運賃もかからずに所得を高めることが出来Tこ

が，周囲の変化に対応して，今から 8年前l乙当時の園

芸組合の同志が相寄り何とかしなければといったこと

から，将来日本の段業は澱粉を作る農業から，蛋白を

生産する幾家l己変らねばならないだという ζ とを学

習，講習会や講演会で学び，当時の読菜園芸中心から

酪段経営に切り替えたl良家が5戸てeあったのが，今で

は酪農家も11戸に及んでいる。

文，昨年県新生活連動協議会から「村づくり運動実

践地区」の指定を受け，分館の産業部で取りあげた米

の増産を進める学習活動を進めようという ζ とになっ

た。又，現在和牛の肥育熱も盛んであるが幸い酪農組

合で牡牛の生れたものを育成から肥育迄を一貫してや

ろうという人迷が出て，現在7戸の家で乙の事業にも

取り組んでいる。

3. 地域づくりの活動の状況

私共の分館では去る昭和35年に若宮町から公民館活

動の研究指定を受け，その課領と して「生産地強と環

境衛生」をとりあげ・，研究活動を展開した。生産問強

では，酪農経営の基盤となり，飼料の自給率を高めるた

めに，協業で飼料作物園を作ろうと計画し，当時9名

で計画に基づいて事業に取り組んfごが，資金の調達，

作業の合理化，生産物の配分等について各戸別の経営

と比較した場合の自給率や生産コストの問題等意見の

組甑を来たし，現在では各戸別に配分管理を行なって

いる。その他現在では，米の反当り 1俵土問産運動， m
農経営の合理化，肥育牛グループの育成等に重点的に

力を注いでいる。

「環境衛生Jについては，35年よ り毎月 1日と15日

を清掃日と定めて，早朝に太鼓を合図にして，使所，

下水，牛舎，量産目巴舎，鶏舎の掃除，午後1時から 2班

l己分かれて4台の噴霧擦でもって薬剤撒布を実施して

し、る。

婦人部活動については，編物教室， 健気講座等を終

り，栄養講座を実施中である。その他，年1回成人病

の検診を実施，宮田保健所よ り10人の職員に出張を依
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頼して行なっている。

子ども会と老人ヲラブは，毎月 1回づっ定例的に会

合をもち，自主的な活動を続けている。子ども会は，

毎月1回の定例常会の外に，毎年夏休みを利用して青

少年野営訓練所での 1I白2日の研修会や，小さな親切

運動，子ど も会花壇っく りコ ンクールへの参加等をや

っている。昨年文化の日に，はからずも優良子ども会

として町教育委員会の表彰を受け，さらに活動の深化

に意欲を燃やしている。

4. 現在の標題と問題点

公民館活動を円滑化する三つの要素として，常に掲

げられるものに，金と人と施設があるが，当平分館に

おいても問題の焦点は，この三つの要素にかかってく

るようである。

現在までの取り組みの中から分析してみたい。

① 活動費の問題

住民の活動lζ対するとり組みの意欲は非常にたかい

が，活動を続ける中で最も大きな悩みは，事業拡大と

予算の問題である。平分館では公民館運営費として，

各世帯から毎月 100円を徴収しているが，1 j立裕当 り

の運営費負担額では，若宮町内では最高のものである

にも拘らず，分館の世稽数が32戸とい う乙とでは，年

間の絶対予算において不足を免がれない。だからとい

って運営費負担額を更に摺額して予算と事業のバラン

スをとろうとするととは不可能であって，ジレンマに

陥っている。

②指導者(役員)の問題

次i己，活動る左右する大きな力をもった指導者(リ

ーダー)の問題である。みんな手いっぱいの仕事で毎

日の生活に追われ，人のことなどかえりみる余裕がな

い。文地区内に留って自営している人が年々減少して

役員が出来にくい。又役員が出来たと しても，活動を

活高~Iこすればそれだけ自分の働く時闘が潰れるという

ζとで，ついに表面をなでるようなと り組みに陥い

る。如何にして指導者を発見，育成するかは今後の活

動につながる深刻な問題である。

③施設設備の問題

平分館がいろいろな活動を続ける中で，痛切に!護じ

た問題の一つに，分館施設が考えられる。現在までの

約15坪の単なる集会所では何も出来ず，何か行事をし

ようとすれば，分館役員の私宅を借用せざるを得ない

ととが多く ，提供する側ふ利用する側にふいろい

ろな面で気がねがあり， 充分な効果が挙げ得られず，

住民個々の胸に満きれないものが潜在していたように

思える。又役員を選任する場合の難点も ζζ にあった

のかも知れない。 しかし，施設の問題に，住民の熱意

によって，分館建築の気運もTこかま り， 区有財産を売

却して資金を準備し，区有地lζ公民館を新築すること

になった。こうしたζ とによって施設の問題は解決出

来そうであるが，今度はこの施設を利用して，分館活

動をどう展開するかに新しい課題が生れたといえよ

つ。

5. 公民館の運動推進上の役割

人間関係については昭有:135年に若宮町教育委員会よ

り，公民館活動の推進分館の指定を受け，先づ伺をな

すべきかの話し合いが度々重ねられた。そして住みよ

い村づくりは人の和乙そ大切であろう。それには家庭

が平和である伝らば村も又平和である といった結論か

ら，家庭の中心は主婦であり ，平和を乱す者は戸主で

あり，父親であるとの意見に一致した。そこで年に数

回夫婦同伴でオシドリ常会が関かれて，家庭における

父親のワンマン振りが発表されたり，協力の足りなさ

が爆発したり，良い面が鍛えられた りして，各家庭毎

に家族会議を実行することを巾し合わせてそれを行な

ったのである。

その結果

① 子ども会の育成会が生まれ

② 蚊と蝿のいない村にしようという動きとなって

環境衛生がさけばれ

③ 生活改善から冠婚葬祭の簡素化となり

④ 経営の合理化と生産の向上が唱えられてくるよ

うになった。

以上は一人ひと りが考えながらも今まで実行し発言

出来なかったことを，公民館が運動を起す乙とによっ

て，誰IC::気がねすることもなく発言出来るようにな

り，そして皆んなで実行出来る ζ とは，運動の趣旨が

地域住民K良く理解きれ徹底したζ とにより，非常に

協力が積極的になったといえるのではなかろうか。又

平分館の推進態勢が近隣の後進分館に取り入れられて

きつつある ζとはそれなりに，モテりレ的な役割を果た

してきたことを裏書きするものといえる。

6. 公民館への期待と要望

公民館辺ili}Jの性格からいえば，幅広くしかも地域住

民K，充分浸透しなければならないζとかもしれない

が，それを実践指導していくためのリーダーを得る乙

とに，部落公民館としては困難性がある。何故かなら

ば，それぞれ家業を持ち余暇を利用しながら指導を続

けるための裏付けを望むζとは到底不可能なζとであ

るといえる。

しかしながら活動は是非継続し，指導者が必要であ

るならば，裏付けはなにがしかを考慮する必要があ

る。

そζ で町J文は中央公民館1<:望む乙とは分館の施設の

改築には助成金の増額と設備の充実には，助成措置を
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新たに設ける等の考慮を払われたい。又，中央公民自n

の新築を直ちに実行に移し，専任館長を置き，中央公

民館職員の充実と予算の堵額措置を直ちに実現しても

らいたい。未端の公民館で実現出来ない乙とが直ちに

出来て，住民の要望を充すζ とが出来る ζ と。町民グ

ラウ ンドの設置，図書館の併置等々，中央公民館K対

する期待は大きい。為政者は口を開けば社会開発と

か，社会教育の重要性を唱えながらも，いざとなると

それを片すみに押しやり犠牲にすることしか知らない

ような顔をする。全く厚顔の至りという外はない。文

化国家を標傍するならば，先づ社会教育の充実を図る

ζ とが出来てからとそ，次にきたる諸問題を考えるべ

きではなかろうか。

政治としては，はなやかな面のみを追い，それでζ

と足りたかに見えるが，自に見えない日陰で黙々と働

らく公民館の職員を想う時l乙，末端i公民館からの指導

の依頼や要請も遠慮がちにならざるを得ない。これで

よいのだろうか。公民館員は休日も返上し，時間外の

早朝から深夜までの勤務の労苦に対する配慮もなされ

てない現状を先づ考えて，公民館職員が意欲的に活躍

し，人事交流の面においても，誰でもすすんで公民館

職員になるような抜本的に施策を期待して止まない。
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第3分科会 「青少年の活動を育てるため，公民館にどのような役割をのぞ

(青少年活動) むか」

指導部

築上郡大平村子ども会育成連絡協議会

力 (公務員)

1.地燥の概況

大平村は県の東南端IL位し，東は大分県の耶馬渓に

隣接，南北は!lHC凶まれた純良山村である。

(1) 面積 48.28kl1 

(2) 月数 1.298戸(純段家294戸，主主業農家871戸)

(3) 人口 5937人

(.)教育他殺小学校5.中学校1.外fC組合立中学1.
公民館本館1.分館7.

2. 曇村の変動

近年のめざましい約済の発展は小さな段山村lこまで

大きな変動をもたらした。

まず平均耕作函積60ア ル程度て吋ま，今日のはげし

い消費生活の中では，生計がたたなくなり，豊前市，

中津市など近くの町工場や商后などに職を求める者が

多くな り， 兼業農家が急相した。

一方，婦人は農業主事として働くかたわら，農業の

省力化等により，比較的長くなった段閑期に，日雇人

夫として稼ぎにでかける者が多くなった。その結果，

子どもが両親より飲任されるような都市近郊に近い現

象がお乙 り， 安心fごといわれていた山村の子どもの校

外住活が急に心配されはじめてきた。

3. 子ども会の組織状況

大平村に子ども会が産fZをあげたのはI昭和28年で神

社を遊び場にもつ子どもグル プ，お寺を中心とした

もの2グループ，その他小部落2グループで，この結

成には学校や公民館の大きな助力があった。その後急

速に父兄の理解と教育愛が盛り上って，昭和32年 1月

から 2月にかけて，村内全部落に35の子ども会が発足

し，村内5小学校の全児童が子ども会に組織された。

昭和32年4月には大平村子ども会指導者連絡協議会

が結成され，子ども会の連絡提携と相E理解，運営上

の諮問題ととりくんで，子ども会発展に大きな役割jを

架してきた。

さらに，先IL述べたような，社会的勢の変化により

「子どもの蝕全育成は，全部落をあげて強力にすすめ

なければ」という部落の強い要望が高まったので，指

導者協議会の本部である公民館では部落の有志l乙呼び

かけ，育成会結成の援助にのり出した。その結果，昨

年2月には35の子ど も会fC32の部落ぐるみの育成会が

結成され，昨年4月には指導者連絡協議会にかわり，

大平村子ども会育成連絡協議会が発足した。

吉 本

4. 子ども会の実態

(1) 会員数

子ども会結成数35.会員数704人，単位子ども

会平均会員数20人

(2) 単位子ども会活動

昭和41年4月より42年3月までの 1カ年の実態

調査によると，各子ども会活動の平均は定例会7

回，特別活動4回，京仕活動4固となっている。

特別活動には，ラフオ体操，社会見学，クリス 7

ス，子どもの日行事， 七夕~， 母の日 ， 花まつり

などがある。準仕活動には，われもの拾い，お宮

道路，潟の消掃.1:主まわり .~Jj犯パ トロールなど

がある。

すすんだ子ども会では子ども文瓜iや子ども会新

聞をつく った り，音楽部をつくった り， 部落(C花

だんをつくるなどして意欲的(1:i:¥IJ作活動を行なっ

ている。

(3) 単位子ども会の財源(昭和41年度の平均)

会費年間4千円(月 1人20円)父兄積立金4千
円， 事業収入5百円，村助成3干円，育成会助成

4千円，計1万5千5百円。

5. 山びこ子ども会の常時活動 (例1)

o山び乙文庫......各班長が交代し責任者にな り， 本の

貸し出しゃ回収をします。廃品回収などの利益f.'

本の補充をします。

~音楽練習……週1L 2 回

好きな歌の合爽をして仲よく楽しんでいます。

。交通教室・・ 毎月第3日曜，午前10時から12時まで

駐在所のおまわりさんや育成会役員のおじさん迷

の指導で，自転車の正しい乗り方を習っていま

す。

。読書会......月に 1回開いて山びこ文庫の本を皆んな

で読んだり.!~想文を書いたりしています。

。廃品回収....舟'f1:4回，子ども会会員で班毎に輪番

でヲヤカーを使い，部落全部を回って集めます。

処理は育成会の人がしてくれます。

~Ii是繁期防犯パトローノレー ー 段繁l切には4年生以上の

子ども会会員で部落を回り留守中の防犯防火の役

IL立っています。

。広報活動ー・ 月1L1回，育成会の役員が私i主の活動

を「山び乙月報JIζのせてくださっています。
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月

6. 平和子ども会年間計画 (例2) 

{挨拶の励行
本年度2大回線 {

l美化運動(道路消掃，花いっぱい運動)

目 際 子 ど も A-

"" 
子ども会の約束を | 。役員会(年間計画，今月の行事計画)

4 I 
つくろう | 。新会員歓送迎会(歌，クイズ，話しあい)

公共物やよその物
。役員会(今月の行事計画，作成)

5 。子どもの日の集い(ゲーム，話しあい)
を大事にしよう

※交通教室

| 役員会一作成一絡)
6 強い体をつくろう

※防犯パトロール

きまりのよい生活 。役休泳員タ会ま (今どり月も(の行ぎオ(事幻体り計画，け夏作を成)
7 ※。。夏七水 教みつ子室，ラか会ヨ 灯っ操 休しみて楽の計し画む)) 

をしよう

危険のないよう仲
。役員会(今月の行事官|画作成)

8 。林間子ども会(採集，水泳，諮しあい)
よく遊ぼう ※盆おどり，ラUオ体操，軍人墓地清掃

。役員会(今月の行事計画作成)
9 

。ハンドベースボール大会(話しあい含む)

本をたくさん読も
。役員会(今月の行事計画作成)

10 。お話会(童話を聞く ，話す，話し合い)
つ ※文集づくり

自分の仕事を決め | 。役員会(今月の行事計画作成)
11 

て働乙う ※防犯パトロール

進んでよい行ない | 。役員会(今月の行事計画作成)
12 

をしよう 。Xマス子ども会(かくし芸，話しあい)

。役員会(今月の行事計画作成)
礼儀正しくしよう

。新年子ども会(かるた会，話しあい)

交通のきま りを守 。役員会(今月の行事計画作成)
2 

ろう 。パト ミントン大会(内容略) ※交通教室

1年間の反省をし
。役員会(今月の行事計画を作成)

3 。ひなまつり子ども会(ゲーム，話しあい)
ょう 。お別れ遠足

育成会

親子会 ※花っくり指導

。育成会(役員選出)

。親子会

。育成会勉強会(講演会)

※交通指導

。親子会

。水泳場の設定と指導監視

※ラジオ体操

。役員会(遠足について)

。親子会(遠足参加)

※水泳監視

。親子会

※秋播き草花播種指導

親子会

役員会

親子会 ※会食準備

。親子会

。親子会 ※交通教室

※ひな人形作りの指導

。役員会(遠足，総会等)

。親子会 ※花の移植指導

。お別れ遠足参加

ジュニア ・リーターは総ての子ども会活動に参加する 。 ~Dは集会 ※は特別活動

7.大平村子ども会育成連絡協議会の組織 営資料の交換，各種合同事業の企画などの目的によっ

村内単位子ども会と部落育成会相互の連絡調整，充 て昨年4月K発足した子ども会育成連絡協議会の組織

突発展のための研修会や指導者の養成，子ども会の速 は次のとおりである。
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(2) 企画，研修の場として

く〉 育成迷絡協議会の事務局は公民館におかれて

おり，事務会lH一切を処理してもらっている。

また各積行事研修などは公民館を主会場に行な

っている。

く〉 公民館の主事には指導部の研修委員会にはい

ってもらい，年間iH-j幽や指導者養成のための各

掩研修会の企画，実施n:::参加してもらってい

る。また組織強化の面てe も ~lg商から援助しても

らってきた、

(3) 指湖周資料の編集発行

公民館が中心になって，指導の手引き，ソン

グ，ゲーみ主告を第3集まで発行してきた。

(.) 活動資金の援助

青少年間体が円滑なiliWJを続けるためには資金

の淵j主が大きな課題となる。

昨年は育成会が結成されたのを契機に，従来の

やI助成2万円から一挙に20万円の村費助成を得

た。そのうち10万円を本部費l乙，残り10万円を 1
単位子ども会平均3千円の助成をした。その品12

柴，単位子ども会の年間予算は従来の平均9千円

から 1万5千円I:l1"1l加され，育成会の援助と相主

って各子ども会は好ましくjlf1ひ・ている

10.公民館への期待と要望

(1 )分館lζ対して

子ども会の常時活動の場は，大半が分館を利用

しているが，施設，設備の荷lでは充分とはいえな

まず， μ、場に子どもの遊べる施設，設備，例え

ばブランコ，スベリ台，砂場などの脆J設と J7ト

ポールなどの速即j用具を設置して，子どもが自由

に使えるような配慮を盟む。

。)本館((対して

本館は大きは白‘iはもっているが，施設，設備の

耐では貧弱である。

①視聴覚教材の充実

35単位子ども会の利用に伴え得る fごけの幻

灯，スライド，紙芝居などの充実を望む。

② 子どもホールの新設

子どもが気般に使える。子ども専用のホール

を新設してほしい。ホールには，子ども文瓜1，.

述宙UJnJ具，視総党教材，指導Jlj資料を常設し，

子どものリーダーや会員，また大人の折導者に

も利!日できるものを塑む。

職員の11'"11"t
ジュニヤリーグーの養成や指場者の養成iこは，

専門職員の不足を痛感する。地域によっては校/x

の研修会など合凶lし，公民館職員の直接指導を:~

望している。しかし 1人や2人の主事では手がま

わりかねるという現状である。背少年専門職員の

咋lffil.を強1く恕なものである。

総

A 

"" 
指 ff
導 成

都 世部

少研指単純経

年修導答整理
幹委 成営委

ヰ手 メ岳、 ヨ長

部 員官重責員

会会 会会会会

A 
Zミ

(
評
議
蚕
員
会
)

速

営

委

員

(3) 

構成メンバー

校区育成会長，学校長. PTA会長，子ども会

1ll当教諭代表，青少年指導委貝，ボーイスカウト

指導者，部落育成会長，民生委員，単位子ども会

指導者，青年間代表，婦人会代表

(2) 指導者養成の組織化

運営委員会を育成部と指導滞l己分け，それぞれ

役割lを分割するようにした。午"!i!こ指導部て'は，研

修委員会をつくり，指導者養成の体制を確立し

た。また少年幹部会では単位子ども会のリ ーダー

と中学生グループのリ ーダーを組織化し，ジュニ

ヤリーダーの養成をめざしている。

8.分館建段とその利用

子ども会活動で頭痛の覆は適当な会場が得られない

ζとであった。子ども会活動の場としての分館建設は

地域住民の強く熱望する ところであったが. (;1"う大な

建設資金がいるために，なかなか実現きれなかった。

しかし卒棒強く村当局に働きかけた甲斐もあり.ffl，和1

31年から現在までに6館の分館が建設された(大学と

とに 1館の割合)特に昨年は2館の分館が誕生し，子

ども会活動の拠点としてひんぱんに利用きれている。

9.活動推進上での公民館の役割

(1) 背少年指導委員

青少年の自主的な活動を育てるためには彼等ω
希望や欲求をよく知り，理解できるれい指導者の

必裂にせまられる。

そ乙で公民館では部落の優秀な20代の活い指導

者4人を，青少年指導委員として委腕し，子ども

会，ボーイスカウトの指導者として，また指導者

養成員として活躍してもらっている。なお社会体

育指導委員けすから委嘱)も協力してもらってい

る。

)
 

1
 

(
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「身近かな生活の中で政治を理解し，住民の政治への関心を育て

るため公民館にどのような役割をのぞむか」

第4分科会

(政治学習)

子節

大牟II1di倉永校区婦人政治教育学級

藤近 (主婦)

哩塁苧諒主官喜

ト

1監:号草藍翫;f監畏主呈:2 f 

師

洋介

3樟

7岡地方自治と齢の役割

2 I:治 |右足パ輔事情と

31ぉ |地域開発と の

4 | 包剖|酔 l ∞ 

5I (室)I鴫会

61ぉ le方自日 の ら

7m|税金の問題

81ぁl政治判l乙学んで

学習 テー マ

学 級 生

1. 政治教育学級が生まれるまで

私たちの学んfご政治教育学級は，市選管と市教委が

協力して企画され，開設主要領(注 1)を示されたのに

応じて全市いっせいに開かれた政治教育学級(注2) 

のひとつで， 公民館事業として行なわれた。

(注 1)市教委社会教育深作成 「まちの政治をみつめ

よう学級指導の手51Jで，学級設置の趣旨 ・学習内

容と方法 ・学習上の留意点などに，具体的な学習テ

ーマに応じた学習内容と目標を例示している。

(注2)昭和41年度政治教育学級開設状況は下表のと

おり

3. 学級運営で起った問題

① 講師の問題で，当初の計画どおり実施できなか

った。私どもは身近かな関心の深いことから勉強

をはじめようとし，講師I~は実際にそれらの仕事

をしている人たちに依頼したいと考えた。講師依

頼はすべて教育委員会を通じてなされたが. 7月
の庶務課長を囲む強談会で， 学級生側の熱心きの

故の質問が，受ける側の受けとり方に誤解があ

り，行政上問題をかかえた部局からは出席をしぶ

るような傾向もみられ. 8月開設予定が10月にの

びてしまった。しかし教育委員会事務局の説得で

「事情のゆるす諜は講師をひきうけてもいい。で

られない課でも必要な資料は求めに応じて提供す

る」という ζ とで.10.月から軌道にのってきた。

② そのようになるまでの3カ月間は，たまたま教

育委員全員辞職という事態もお乙ったが，市の部

長会などまで問題がもちこまれ検討されていた。

そこで論ぜられたのは「単なる市民の苦情持込み

富田貞継は助言指導I~全部出席公民館主事

学級名 |構 成[実施瀦関 |開設期間 |識

謀議事会 | 婦人会 | 香是富 110月 ~3 月 1 8 

銀水事婦人 1 11 l菌長官 11 1 8 

三池AV川 11 1 11 1 11 月 ~3 月 1 7 

平原て醐人 lFT司社殺害課110月~ヲ可1
吉町主婦際空雪I 11 1 9 月 ~3 月 |ヱ
手鎌サめ会 |野島lH 110月 ~3 月 I 7 

笹原す年会 l青年会 1 11 I 11 1 9 

竺空会 |川 M しこ」ヱ
青いすの会 1" 1 11 I 11 110 

上内〆区 |書官Ea 雲監 1 11 月 ~3 月 |
すI 麗零自 11 1 11 1 

6 

6 釈

2. 学習計画をたてるまで

政治教育学級は Iまちの政治をみつめよう」とい

うことでもあったので，まずはじめに市役所のしごと

と機構について，開設まえの7月lこ市の庶務課長きん

から話をきき，いろいろ諮しあって学習テ マをき

め，毎月 1回， 年8回実施することとした。それによ

り実証起したのは次の表のとお りである。
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の場lこならないか，批判のための市政批判の場に

ならなL、か」という心配であった。

それに対して，政治教育学級は，昔情処理機関

や市政批判の場ではなく ，政治学習の場であり，

教育綴関として運営に当って十分配慮するという

教主主社教z探の説得により了承された。その前提と

して，教育基本法第8条の 「政治教育Jの必要性

が~m(こでも宵定されていたので， 真っ向からの反

対はどこからも主張きれなかった。

③私たちの学級では，その他の点、では問題はなか

った。公民館と部港公民館 ・婦人会との緊密な提

けL、により，公民館主事の助言で学級運営がつづ

けられた。 fごが全市的にみると，つぎのような問

題が指摘された。

イ，政治教育学級という名称にさえ若干の抵抗が

あった地区もある ようだ。

ロ，婦人層中心で，成人男子の参加が少 なかっ

Tこ。

ハ，ととしは初年度で，まず政治常識のイロハを

勉強している段階Tごが，学習が進み，問題点を

追求していく ようになったとき①に指摘したよ

うな講師派遣を危倶する態度がとられないよう

にしなければならなL、。

4. 学習内容および成果

政治のしくみがた.んだんわかってきたのて・いままで

の行動の反省もでき，また利益もあった。

(例1)部落縫せん議員についても，部落のためにそ

の人lこしてもらえる仕事の限度がわかり，地域発展

のためには，市全体の発展の中でないとどうにもな

らない問題が多いζ とを知った。

(例2)住民の希望や苦情の処理のJレールがわかった

ので，いろいろ利益があった。例えば ①市居住者

が管理規則や補修要望の処理方法を知ったので，学

級生が中心となり全居住者によびかけて"同じ補修

個所は一括して申し込み早く目的を主主する乙とがで

きた。また ②部港公民館をもたない地区fC，住民

活動の必要が認識され，公民館建設の機運がでてき

た。 ③脱税はいけないが節税はし刈、。 払わなくても

いい税金を払っていなL、かを検討す る知識をもっ

た。などなどーー

(例3)学習の成果はあがったが，地域での実践組織

がととのえられていないので，実践活動の場がもて

ないことに気づいた。それでも例えば西鉄倉永駅前

の国道は通学横断者も多く ，事故多発地点であった

が，住民の要望によ り陸橋架設計画が具体化し，実

現しようとしている。また倉永小学校への学童通学

路路も将来計画の中にくみ乙まれている。もちろん

ζれらの成果は政治教育学級の学習によるものでな

く，部溶公民館や婦人会等の学習も合めた総合的な

政治学習の成果である。

(例4)婦人の学習に刺げきされて，兜lこも学習の意

欲が芽ばえてきた。

(例5)私たちの学級は婦人会の役員を中心とし，広

く有志lこよびかけたが，従*の婦人会のお勉強とち

がl"こんな勉強ができるのなら来年も役員に残り

ましようという人がでできて，長年の役員選出の苦

労が解消するきざしがみえてきた。いままで婦人会

のあり方の反省ともなり，思わぬと ζろで大きな収

穫をのこした。

その他，全市的にみれば，いろんな反響をよんでい

るものがあろう。しかし11学級のいずれもが，すべて

継続学習を強く希望しており，しかも学級生([減少傾

向がみられなかったのは，婦人学級，青年学級，家庭

教育学級等とくらべて非常に大きな特徴である。

5. 今後に望むごと

①私たちのグループのように，めぐまれた条件

で，いい助言者をもち学習できるのは全市的にみ

ても少ない。乙れを全rliにひろげてほしい。

② 対象も広く男女の別なく政治学習の機会をもっ

ょう考えないと，部縫推せん議員を出そうという

ζ とに血道をあげるようなiJi)}きはなかなか根絶で

きない。

@ 学習内容が初年度のため広く浅くなったが，乙

れをもっと深め，ほりさげたものにしてほしい。

① 学習の結果をどう実践するか，住民と行政機械

がいっしょになって問題を解決するようにすすひ

体制をととのえてほしい。それを受入れる住民組

織づくりも考える必愛がある。

⑤ 今後とも，社会教育の進展のため関係者のいっ

そうの努力によって，政治学習をすすめ，全住民

の政治意欲の党醍を促していただきたい。 私たち

もめぐまれた環境に甘えず，早く 1人fごちできる

よう勉iOlにはげむことを全学級生とともにちかい

あっている。
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第2部門公民館の施設・設備・配置・職員体制はどうあ

るべきか

第5分科会

(施段・設備)

一公民館職員の立場から一

「公民館の新しい施設・設備のあり方をめぐって」

(新設公民館の機能検討)

1 .地域性

本|町は福岡市のI羽織に接する東illi4粁，南北3H，

TIii積14.1平万粁の問jである。

人口 3万3千人。昭和42年度一般会計予算4億800万

円(内社会教育費1千422万)。福間市の南進l乙伴ない

既l己都市地域的特徴が顕著で，住民の転入，転出が多

く，そのために人間関係がうすく地域社会に対する帰

属性も低い。

2. 公民館の歴史

(主として町内公民館のh1!i設設備の援助を中心f:::)

創設期(昭和127年頃)には公会堂や集会所等を公民

分館と改め，町内会長とは別に専任館長をすすめ町内

一般会費とは別に公民館資の徴収をすすめ，財源の確

保を図り，館長手当，運営費補助を支出する等分館の

育成から活動を始めた。乙の結果各地域で公民館が理

解され，無飽設地域にも運動として根付いていった。

昭和33年分館長に対する委嘱辞令並ぴ lこ報酬を廃止

し，町内公民館体制を指向した。活動が次第に発展伸

長する一方では，施設や教材備品の不足が切実な問題

となった。町内公民館が地被における生活闘の中心的

社会施設であるという基本的な考え方のもとに34年に

備品購入費の予算補助，36年「公民館類似施設新築並

びに増改築11:対する補助条例」を制定し，施設設備の

整備促進を図った。さらに急激な社会変貌iζ対応する

ため従来の「話し合い」や「学習」や「憩し、」の場等の

施設設備の他l乙，留守家庭の児童並ぴに交通安全対策

等として屋外児童遊具の設置と，うるおいある't，:i緒躍

かな街づくりの拠点として rフラワーセンター」を

附内公民館敷地内に設置するよう働きかけ，幸い田]や

地域の人々の理解と協力によって漸次実現している。

概要一覧はつぎのとおり。(表1)
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;汁5121!2ljjj;;:

特に昨年12月議会において14ヵ所に各660平方米以

上の児童公園敷地の売収が決議され，未建築の地域は

同敷地に建築が可能となり，本年4月類似施設補助条
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例の一部改正による補助金の増額が実現したので一段

と整備促進が期待される。

3. 中央公民館の..量

本町の公民館は当初有志による盛り上がる村づくり

運動，新生活運動として分館を中心に展開し，一般に

も全村教育運動としての理解が強かった。しかし各附

内公民館の施設が整備充実されると共lこ，中央公民館

新築の要望が関係者にたかまり，特に町社会教育委員

が積極的lこ推進力となって，町長部局並ぴl乙議会の理

解を得，昭和141年度に建設が議決された。

敷地は当初役場庁舎と同一，敷地又は隣接地が予定

されていたが，地理的にほぼ町の中心となる現地に敷

地面積4.090m'が決定し，建築面積600m'.建築単価m'

当り 3万円が決定しした。

具体的に建設を計嗣する過税で，社会教育胞設並び

('C，これらに準ずる施設が今後ますます分化し専門化

するとの見透しに立って，公民館の特質並び11:本町中

央公民館が，教育文化センターとして備えるべ主附属

及び関係施設，他l乙分化し専門化して施設すべき社会

教育施設，更にこれらとの連けい，校区公民館，町内

公民館との問題等を関連づけて検討した。

建築計画は，本町の地域性と進展する社会の;必要と

要求を反映し，人々の教育文化活動の場として，気楽に

利用きれる公民館の姿を求めつぎのことに配慮した0

(1) 構造

鉄筋コンクリ ー ト2階建，冷暖房とし，今後ます

ます進歩向上する倒人の生活に対応した，創造的教

育文化活動の胞設にふさわしし鉄筋コンクリ ー ト

建物がもっ重圧感や，殺風長さをさけ，出来る限

り，軟らかな中p:，近代!漆覚と親しみがわく外観，色

彩を設計事務所lと要望した。

なお将来増築を予定して，現在 1階の部分の基礎

も2階建の基礎とした。

。) 平面制面

11者i<::管理部門，実習部門，凶書法ぴ資料部門。

21管に学習，集会部門と分けて配置した。平面図並

びに用途別内訳はつぎのとおり。(表2) 

。}各室

② ロビー。休憩，話し合い，仲間作り等広範凶に

使用し，併せて作品や資料の展示が出来るよう応

援セット，テレビ，展示コーナーを準備した。

@ 図書室。町l乙図書館がないので，専用図書室を

準備した。。料理室。一学級40人前後の実習に備え，教師台

1 .実習台4.白板， 展示板，辞書材栴納戸柵等を

備えた。

@ 和室。 2部屋，茶の湯用切炉を備え，文結婚式

表2 春日町公民館の各室面i積

名 !室数 j 延面積

室 1 1 I 

室 I2 I 

室

講

会

図

料

事

館

議

議 46.35 

113.4m' 

51.3 省主
1=1 

咽

1

1

，
nJι

'

安

室

室

54.81 

62.1 

理

務

教

長

ビ

旬

t

ワ
ι

?

ι

?
-
1
B

内正

室

筆

家

室

所

14.175 

87.09 

42.30 

26.92 

15.8 

24.6 

ロ

和l

管理人

機械

{更

暗 室 I1 I 10.35 

玄関 I 1 ! 14.175 

その他 41.7

~i- 605.07 

披僚にも利用できるようにした。

@溝議室。 200人前後の収容を計幽し，展示会場

として有効に使用できるよう床面にポール穴を頻1

h 隣室lこ映写室を準備し視聴覚教室，体育レク

リエーシ ョン室，間仕切で小会議室二室にiX分使

用できるようにした。。視聴覚室。機械室と|決写室兼現像室とに分け，

スライド・ 8 弘フィルム ~~;自作教材の製作品2可能

になるよう準備した。

(4) 建償費

④ 総額 3.426万8000円(現在額)

@内訳付)土地購入費 808万円

(ロ) 本体工事費 1.770万円

り児童遊園 50万円

(ニ) 整地工事その他 798万8000円

(5) 主な役僧

④ 全館冷暖房

@ 全館放送施設。電話2回線 (ボタン式受話烈6ケ)

@ 有線放送電話 1回線(受話探4ケ)

⑮ 水洗便所

(6) 主な備品

@ 教材備品

μ) 図書 8001冊 (外に本年度50万円購入予算議

決済み)

(ロ) テレビ2台
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付ステレオ1台

Lニ) 1 6~弘l吹'fj機 1 台

的 8'弘撮影， I決写 各 1台

付 テープ レコーダー2台

(H 料理IH具一式

l列 車九のItl-'i.1;

@ 一般官自民 (ïJJf;制 J vm l~l~を除く)

(1) 鞭自動Jf¥1台(ライ トパン)

(ロ) 長机 45胸l

付 折 タタミ 駒子 150胸i

4ニ)応後セ ット 3セ ット

附卓球台 2台

付電気掃除機 1台

(，) 附属施股

@ 児2買遊闘

@ バレーコー ト1j宣i(敷地6(t!保)。Ir(jlポ及び自転車置場

(8) 関連施設

@ 弥生遺跡包畿地保存緑地 160m'

@ 民俗資料館(計画)。埋蔵文化財収蔵路(誌|直Ji)

(9) 職員

8名が公民館の事務と社会教育行政事筋を兼ねて

勤務している。内訳はつぎのとおり。

@ 社会教育主事 1名

@ 館長(非常勤)

。 主事 2名

@ 脊3己 2 名 (内 1 名は本年度定員11~ )

⑧ 11属託(常草11，文化財担当)。用務員 1名

4. 今後の..

(1) 常勤館長制の実施，並びに公民館職員と社会教

育係職員の分化による経営体制の硲立

(2) 中央公民館と町内公民館との事業の分化等を考

えるが，都市地滅的本町の様態から今後の公民飢

活動は， 全町一律的な方法では今後ますます通用

しなくなり，住民の一人一人の生活意識と要求を

基礎とした他殺を中心とする活動が効果的な企画i

ではあるまいか。更に各町内会公民館の泊i設整備

の促進による各地域の特性を生かした多様な自主

活動に対する協力援助もますます必要となると思

つ。

最後に実際の経営活動は新築移転後旬日を出な

いので先輩各町の御教示をお願いしたし、。

(/階)

国客室

(2 階)

F古
H. 

屋根
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第6分科会 「公民館の望ましい配置と職員体制のあり方をめぐって」

(配置と職員全公連中 間報告をふまえて)

1.公民館の配置，職員体制の現状

(1) 前原町の概要

イ.人口 30.805人 ロ.世帯数 6625戸

ハ.面積 104.5Km' 

ニ.学校小学校7 中学校2

高等学校2 幼税関2

ホ.概況

都市近郊農村として都市化の傾向~~1 く第一次

産業の比率が低下し，第三次産業が著しく のび

てきている。又青年層の流出激しく農業後継者

問題，兼業農家の諸問題が社会教育の課題とし

て派生している。

(2) 公民館の配置，職員体制

本町における公民館の設置については，幾多の

変遷はあったが，現在郡内他日Iと同じく並立方式

をとっている。 HfIち各校区毎に本館をおき，各々

独立館として管内の社会教育事業，或いは指導に

当っている。これは文部省から「公民館設置基準」

糸島郡lItJ)原町教育委 員会

社会教育主事 土
口 ホオ 正 宏

が打出される以前からの体制である。

各校区本館毎K館長(非常勤)主事 (1属託)を

配置し，公民館連蛍審議会も各校区毎においてい

る。公民館施設については，各校区に設置する方

針をとり現在5館をおき，残りの1館も近く新築

の計画である。

各施設には用務員 (一般職)をおき住込みとし

て管理に当らせている。

「前原町公民館設置条例」

第2条 各小学校区K本官官をおき，その名称及び位置

は別表のとおりとする。

2. 前原中央公民館を連絡等にあたる公民館とす

る。

第5条 法第30条により，本館K公民館運営審議会を

おく。

2. 委員の定数は8名以内とし教育委員会之を委

嘱する。

ゴ1 1l二巴JiLLE土工 <<u I~ 三__o _ _!~___.___ .1_ 
でl コー 若干 i-会移16粍映写機

及映写機 各 転 噌 改 築

前原中央公民館
団体室

手n室

長糸公民館

講堂

調理室

建坪

会議室 2 

団体室 1 

和 室 1

建 坪

図書室 1 

101.5坪

調理室 1 

147坪

調理室 1 

ホール 1 

恰土 公 民館 ιi 会議室 1 

|和室 3

ミ ミノ J 4台
図書 300冊(農業図書も含む)

運動用具 バレー用具

パト ミントン，登山用具

アコーテ.イオン 1台

1腕映写機(校区用

ミシン 2台 1 

1旧村役場転用

!図書 1柵 | 

電蓄 1台 ! 

スライド映写機

フイ Jレム 50本

図

新築および
旧館移築

書 500冊 !

3台 電蓄 1台 | 、‘
ミ 〉ンJ一// 
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廃止後は，必ずi日|町村に公立公民館を設訟する こ

とという条頃がとり交され，合併後市山公民曲."

前原中央公民館が新改築によって整備された。長

糸公民館も支所廃止後公民館として新発足した。

その後l悶和36年恰土公民館が手狭まという ζ と

で新たに土地を購入して新築，その後旧公民館を

改築した。文昭和41年度，加布里公民館を小学校

敷地内に新築し， 6校区のうち 5校区は公民館を

設置したが，残る波多江校区も校区民から早急に

公民館を設震してほしいとの要望が強く，近く新

6 6 6 14 12 

2. 今日にいたる経織と観点

(1) 町村合併以前

問手n30年町村合併以前は，各回ffす共戦後の青空

公民館的構想から ，公立公民館はな く，部落集会

所を中心とした指導や|車体指導を主とし，公民館

主事も教育長兼務であった。 Tこfご旧恰土村におい

てだけは，合併直前に個人の寄附による公立公民

館が建立されていた。

(2) 合併後から社教主事~jlJ度施行を経て現在まで

昭和30年の町村合併の際，合併条件として支所
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設の予定である。この経過を顧みると，合併以

前lは胞設面で不備であったが公民館活動が根強く

住民の中に侵透し根をおろしていたといえる。ま

に，そのことによって施設の必要性が住民の要求

として行政に反映されたといっていいのではない

かと思う。

主事配置については，合併当初は教育長兼務で

lヲ11*指導等をしていたにすぎなかったが，公民館

の施設の充実と共に各公民館i己主事の設置が要望

され，波多江校区，加布盟校区を合めて 6人の非

常勤主事が配置された。

又同時l己管理人も臨時雇であったが各施設にお

かれた。当時主事は各校区から推せんされた名誉

臓に近いもので報酬も僅少であり事仕的なもので

あった。

その後社会教育法の改正により社会教育主事が

教育委員会lこ配置され，社会教育の行財政を統ー

すると共lζ主事の掌援と公民館の管理を一元化し

た。その中で従来の主事待過は不合浬であり，住

民の袋求lこ応じる勤務は出来ないという 74が起

り.IIIJ有j勉設の長と|司じ扱いをする ζ とになり，

給与は一定額であったのが身分保障はするという

ことになった。その後社会状勢の変化等もあり主

取の一般職化が強く要望され，結局主事を一般町

1m! 1'¥にするが人員を半分にするという当局家にお

しきられ2絞区受持ちで3人の主事が配置され

た。しかし2校区担当ではどうしても地域と密着

した沼)!Il)Jが出来ないという事態が生じ，文地区本

館前回Jを住民の自主的な教育活動へ指lf日させると

いうねらいもあって39年度から各校区l己責I'i長(非

協P}J)をおいた。之は2校区担当という変則牲を

力パーする怠味もあった。その後の歩みの中から

校15<1fJ:::主事を配置せよという:色見が高まり，特

に館長会の白山、*S'lもあり l腕i花主事を 3名新たに

委l'¥Iiし校広畑当日illにもどった。

しかしながら一般職と腕託とLづ身分保障，給

与形態の異なる主事が11;1--業務にたづきわる乙と

IJ:色々 の面で隙;l1を生じ.i:f}lll'館長会から一般職

かl以l花かどちらかの線に統一してほしいという裂

間が:.1:¥され，又一般職:1:事の人事移動等もからみ

41"1ニl支から全J市を11同irE:t!i}flこ切答えることに決定

し，元教職にあっfニ有能な人を各校IXIこ配置し，

その~:~1j)な教汗 {]'J識見と ごTI腕{こ期待をかけている

わけである。

ヵー教委においては.38年度から背年学級主事

をおき，いきづまった背年学級を金問的に一元化

して担当させている。

3. 現状についての問題点

これまで述べたように，公民館主事の配置について

は粁余I曲折を総て現在lこ到ったが，現状が社会教育推

進休制として最普の道とは![tっていない。当初Jは各本

宮rf'こ一般職の主事をおく ;H融1であったが.IH政上の

里吉，あるいは泊材の不足~fHこより一歩後退した形態を

とらざるを得なかった。 ζれは地方自治体の財政力の

現状から一面止むを得ないζ とでもある。又施設重点

か人件費，事業費重点1かいづれかを選択する場合，行

政の方l'日あるいは伎民の欲求によって相迩してくると

思われる。現状についての是否については，意見の分

れるところであるが私見を述べてみたい。

(1) 各公民館に館長，主事を配したζ とによ り.ii!iillliiru 

で良い意味の校IX連防!Isが生じ，自分たちの教育の

坊としての公民館観が生れ特色のある，行政依存で

はなL、，自主的な企悩，運営がなされ校区民と続着

した活動がなされている。l属託主事も高令ではある

が当i渉、校区111身かさ1;後校1:;(1乙多年教べんをとった

人で校l吐民との人間関係もスム ズであり校IX民の

t~ i'盟も あっL 、。 IIJ] 職員の場合はどうしても行政的な

タッチになりがちである。又13主的な盛り上りによ

り，公費lこによらず独自に公民館費を拠出各種の事

業を実施し，又不足を補IL¥lしている。

(2) 主事{こ高令者が多いため，夜間又は時間外までの

i~' 軍!Jは多くを留めないが，これは給与上の保|時もな

くJIこむ、を得ないと，Uう。

(3) 各校IXに公民館を設越しているので，住民の集会

の似がよく，乙れがひいては校区内の諸団体の活動

を促進し，校[i<の発展に得与している。しかし政問，

1]11能等の過度の使用により.JtJ務員等に過重な勤務

を世i;t、ている面もあり淵整が必要である。

(4) 主事が一人であるので外出すると消もおらず，住

民に不伎をかけているので主事補又は書記等の職員

の配院が望まれる。

4. 中間報告を読んで

H日平n40"[::こ発表された「公民館のあるべき盗と今目

的指燃J:ま進展する社会lこ対応する新しい公民館の理

念を打山したもので苦々が日頃考えている社会教育施

策上の潔泌を浮彫りにし，その理惣像を追及したもの

として理解出来るが，現実とのあまりの断りに笑感が

わかない。

50円銀貨を与えて 500円の御馳走を食えと言われて

いるような憤りにも似た!惑を覚える。国家政策として

強)Jな財政措置へ行政指自がなければ到底望むべくも

ない。

しかし現実は現実として，;弓々は試行錯誤を繰返し

ながら，住民のためのよりよき公民館制度は如何にあ

－ 32 －



るべきかを探求する義務があると思う。文，本聞の体

制が地域性施設性をめざしてきた乙とに自信を得たの

で，更にその充実と共に専門性を助長していきたt、。

5. 将来への展望

(1) 公民館はあくまで地域と箔着してこそ，その生

命があると思う。文一面行政と住民との接JLUこあ

るとも言える重要な役割 りを狙っている。その意

味では，そのあ り方は地方自治に影響すると乙ろ

大である。この理解の上l乙立って，公民館体制を

強化していきたいし，又すべきである。先ず施設

の充実化即ち住民の要求に答え19.る内部組1設一一

調理実習室，展示室，図啓室，運動用具等の整備を

図りたい。特i乙中央公民館{立地威館より以上の高

度な，また綜合的な施設立設備一一例えば体育館，

博物館，図書館，視聴室，犬集会場等を充実した

L 、。

職員についても主事，主'FAIi(脅記)の最低2名

は必要であり，特K中央釘;は3-4名の人員を昨保

したい。しかしながら中央館:立，あくまで公民館

機能の充実であり ， 系統的な一元化は社会教育I~U

(係)の強化により行ない.t旨神体首11を縦立し行政

仁，抗j;ii!;組織上の複雑化はさげるべきであろう。
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第7分科会 「公立公民館と部落・町内公民館の関連のあり方をめぐってJ
(公立と類似)

1. 回川市の公民館をめぐる諸事情

。) 外部的事情について

@ 石炭合理化政策の波に洗われて住民の生活基盤

の様相が大きく変ってきた。

@ 10JJ人を乙していた市の人口ふ 7万5千人台

におちた。生活保護家庭は全世常数の約 8.4%1ζ達し

郷土開発:こ当っては民生福祉の問題など教育以前の乙

とがらが山積していて明るい住民のくらしを高めるた

めの数脊の取組みも必然的に行政的側面との関連をぬ

きにしては解決出来、得ない。。大手，中，小炭坑の閉隣山l乙より，ほうかい家

庭は勿論，住民が築きあげ'てき た各種の教育組織もパ

ラパラになった。特lこ子ども会，婦人会，職場文化サ

ーヲルなど打撃を受けた。

@ 産炭I也振興，都市総合開発計画i(縁の工業都市

態設)の一環として住民の福祉と生活を高めるための

公民館活動が本市の場合特に要求きれている。

(2) 公民館事情について

@ 一体公民館がどれ程住民に支えられ，住民のも

のとして受けとめられ，評価されているかについて反

省点がある。

@ 相対的に公民館活動l乙対する住民意識は低く，

生活l革新と対決する公民館活動Kょせる期待がうす

。中央公民館(公立)と地区公民館(部落，1町内

公民館一類似)のそれぞれが果す役割と理念の総立が

うすい3

(3) 内的，外的事情の董理と方向づけ

-(4;:':ミ民館とは何なのか，そしてその実践のゆ味は

公立公民館の部落，~Ir内公民館の経営なり活動の理念、

が混同視されていたのを整理し，住民のための公民館

沼田ÜJ本::;~V)'tiK帰すため， 過去十数年あゅんできた田

川Irl"i公民館活動の反省と評印liのヒl乙立って，公立命h

類似白，1，，;)関係をはっき りさせていくなかで全市的公

民間 i 7i'!"Î íIl}l '.I)~を浮彫りさせ前進させる研究資料にした

2. 田川市公民館，舌動のあゆみと，しくみと，仇き

について

(1) あゆみについて

③ 昭和24年から部落，町内公民飴(類似館)の設

置を次のような基準により推進してきた。

田 川 市中央公民館

副館長 児 自
l.co 磯 雄

。設鐙士山区は， 自治行政~単位とする。 但し， ζ れ

により難いときは，公民館速器中央)の意見を

きく。一一広域自治区は，住民自治との関連をみ

て憎設。

。施設は，部落，町内公民館として専用出来るもの

とする。

@ IWj和42年現在fIj内 85地区(JJl地など11区を含

む)のうち51館の設置をみた。

の基準により設置された部洛，町内公民館は，市

から年I剖助成金3万2百円と学級助成費として 1学級

あた り2千円助成(現住地j傾袈求中)。

81刷新130年，中央公民館をうJ働会館の中 iこ併置

し，主として部務，町内公民館活動の助成，育成活動

にブfj}，I，ょをおいた取組みをしてきた。

@ 以後数年間，中央公民館職員を各中学校IX(8 

絞1;>¥)，ζ配置して，出張所，学校施設の一部を利用し

た支館(公立)制度の真似惑をやってみたが，施設，

財政，職員の不充足のためと，本館を空巣lとするなど

のζ とが重なりやむなくこの制度を断念した。

。RH'FLI39年，Tli民の拠金も得て，中央公民館の完

成をみた。(総工費約5千万円)

しかし，背年学級，成入学級，婦人学級などの附

設，会Tli的機能集団への場の提供など効果も挙げ得て

いるが，真に住民のW¥I乙触れうる例かが欠けているよ

うに忠われる。

貸館的業務も多く ，ifj民会館建設の必要が痛感され

ると同時に公民館結婚式などは早いl時期に市民の手に

返すべき事業と思う。

(2) しくみについて

(!) l:fl川市公民館施設の配置状況

A 
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。All'f.は部務 ・IU]内公民館

。B!洋は支館一回川市にはない。

田川市振興マスタープランの教育計画の中では

中学校区得に将来設置する。

。Cは，中央公民館。

。部落，I町内公民館の現状

館域， 501ヨ~ 1.000戸あり平均300戸程度，

。役職員，館長，主事，専門;部長，運営審議委員。

館長と行政区長兼務は全館のうち40%，

G 予算 5 万~20万と格差がある。市助成金は 3 万

2百円，その他館費(ムv均月20Pj)[;;:費，事業収

入をあてている。

〈ロ)中央館 地区館の接触のしかた

市公 j!J.!
中

央

公
校区協議会

館長主事

部落町内公民館

a 、会議や集会の種類

・部落，町内運審月 1匝l

i..校区協議会本館指導部出府(月 1@) 

・校区研究集会(対象は地区館関係者) (年 11亘1)

・地域漁型別公民館研究集会(年 1回)農村。炭坑

社宅，団地。商庖街の三類型別。

・市公民館連絡協議会(年2岡)

・公民館中央研究集会(年 11fi1) 

b 、備品等の貸出し

c 、相談業務(日常)

判 的きについて

住民のグチ(必要と要求)→調査と実態の分析

→課題の設定→学習→実践→評価

この一連の循環する運動の顧み重ねの中に部

落，町内公民館のあるべき姿があるのである。住民

自身が人間形成と社会形成の相こくの中で極めて泥

臭く ，生々しい生活の現実のなかで生きる営みをし

はがら課題をとらえ実践し，そしてまた明日に生き

る営みの中lζ消化させ，しかも仲閲と共に創造して

いく活動乙そ地区公民館の姿といわざるを得ない。

部落，町内公民館の姿は特に観念的な教育一般抽象

論のなかにあるのではなく ，人間の成長を疎外し，

住民生活を疎外するものとの常時対決のなかに公民

館活動の哀の指棟を見出し，中味をJ;l出すものであ

る。

(4) 部落，町内公民館活動実践の中味

・住民の欲求の「よろず引受けJ，無責任な寄り合

い体制的おさえ方では， I~ すぎてアヰられる。

・行政，産業，次代の背負うエネノレギ (子どもた

ち)とのかかわりあいのないものはソッポをむか

れやすい。

部落，町内公民館の実践例

a 、鎮西地区公民館 (旧三井i1<i下地域)

③， Iql和25年開館。会社労務管理.とつながりωぁ

る連予iがなされ，自主的活動は阻 :;1i;されてい

た。

@， ITIl荊138年三井閉山とli'iHl'i:こ休館。居住者の入

り替り多く，職極も雑多でI'JH也化した。 PT

A，婦人会， 子供会，組合などの組織はついえ

さった。

。，IRl和411，r復館。住民の自主{ねな手によって運

;ì~1' : :. ::f.がつけられた。しかし内職，アルバイト

婦人など共稼ぎが多く青少年問題，弘li，、会γ苦手

M1織WI、Jjなどの立ちおくれがみられる。

③，とりくみ一事実，苛454を大切にする。11'1'年の

夏休みに関守家庭の子どち(6綴)がilTWiJ也に

rilて車lこ，、ヰられた。

ijnJI皮こうした悲惨な(Ui1&をおこしたのか」 か

ら話しあいに入った。参加担30人
問題を出しあい，ひとつ乙、とつをほぐしていっ

fこ。

行政一企ItlJi笠，商工品!，!当然，教育深，機関，

|週休一社会福秘協， IW犯，公民館から助主1右iを
紹いたり，まに窓口についたりして学習した。

⑧，実践の結果

・解決したもの

児童遊園広場完成

社宅入口取付道路完成(舗装)

.継続中のもの

青少年育成体制づくり

カギッ子対策

婦人内臓ー中高年者のための工場誘致

b 夏宮地区公民館 (農村)

住民の村づくりの意識は高.し県の表彰を受け

た実績もある。

現在同地[までは，鉱害復旧や農業構造改善事業

などに取組んでいる。 ζれには全村民の生活がか

かっている。

附1'1141年度以教委の「社会教育研究指定事業」

を受けて，まず調査活動から入っている。訓査員
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は住民の中から20人を選ぴ研修を受け第一次調査

に入った。

昭和42年も事業を継続していく ζ とにしている

適確な問題の把握がなければ，適正な問題の処

理，解決はなし得ない。

調査活動を通じて新しい問題意識をもちはじめ

たことを現時点では高く評価したい。

c よ伊国公民館 (農村区)

隣保館l乙公民館を併置している。

文部省の同和地区指導事業を推進し，生活を高め

る学習に取組んでいる。

問題点。親が 「字をよめないのでパスに乗る 乙と

に困ったJという声があり識字学級を作り学習に

入った。

・親の成長と喜び。

・子どきたちの学習怠欲の向上。

・人間開放への足がかりをつかめた。

(5) 中央公民館の実践

・主として部落， 町内公民館:e対してと

(lJ，公立公民館はとれTごというもののもちあわせは

まfごない。(概念的，観念的にはいえるが。)

@，現状規定の上i乙立っていえることは，iHJJ!3， f市

落公民館の上位的存在として中央に雌ひとつある

中央公民館としては考えていない。むしろ並列的

におきにし、。

。，中央公民館が実践してきたととは，

・地区館への指導，助言，触発など。

・調査活動と広報活動の徹底。世論形成。

・探題設定。 1:地区 1課題の設定と実践の奨め。

.学習活動の促進と震の転換。

・指導者の養成と発見。公民館活動の死命をIkす

のは人であるとの考え方。

・停滞分解，停滞地区の開発と住民組織確立のた

めの側面的支援。

以上田川市公民館のおきえ，あゆみ，しくみ，動き

などについて述べた。

3. 公立公民館と部落，町内公民館の相関性につい

て

(1) 部落，町内公民館としでは

@ 部落，iHJ内という生活共同体としての，諸機能を

民主化し，合理化していく住民の組織活動体とし

て怠義を見出し，上に向く機能集日jの総合として

とらえる。

@ 公立公民館方式IC見られる，潔ぺきな教育にか

かわる住民センターとしてのみのとらえ方では，

余りにも観念的すぎて部落， 11fT内公民館活動には

あてはまらない。

。 部落，町内公民館活動は住民の自治活動と不離

不即のものがあり，お互いが邸没しあう中から教

育的共同思考の学習条件とその場を百|き出すべき

であろう。

@ といって学習の伴なわない「なまにえ」の行

政，産業，教育などへの要求活動は部落，IHl内公

民館の真の~ではなく教育活動をftt らせる。

② 公立公民館としては

@ 教脊の中央集中化は掛除すべきである。

⑬ 住民組織確立への支援をすべきである。

@ 活動賛助成の実純。

@ 情報，資料の伝主主と世;倫の換起9

@ 行政や産業，教育に対する住民の学習要求活動

応対して「ちょうつがい」的役割を果す。

。 部務，町内公民館活動に対して学習条約 の事芸術

をする。

⑥ 生活学習を高めるための側面的触発と笑限後の

評価指導。

② 早期に，:xae (分自w制度をfIIr:"{，ずる。

4. むすび

以上のζ とが， 111川市の公立公民白1と百世帯，P1T1'j公

民館の関係を現状の上lこ立って規定してみたe きびし

いと批判を頂きたい。
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議討JI" ネ1'( 

討議主題

「今日の生活をみつめ，明日の生活を築く活動のために，公民館はどのような

役割を果すべきか。そのための施設 ・設備の充実と望ましい配置はどうあるべ

きか。 」

千代吉

利雄

節子

金払;

貞 美

安iE

藤

村

藤

井

我

摩

佐

奥

近

坂

久

水

佐賀大学教育学部教授

紋手都務官阿]平地区分館

大 牟田 rfi倉ノk校区婦人会

甘木市教育蚕員会社会教育課長

嘉穂郡稲築 町公民館主 事

福岡県教育庁社会教育主事

者

者

壇

会

登

司
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記 念

地方自治と住民の学習

講 演

財団法人 *J;-(rli政淵査会研究市長 庄 野 光 男 氏

筒師紹介

(略歴) 大正8年 /tf同県高崎ili生れ

昭和17年九州大学法文~~j!:1'~i~車業

H目前125年東京市政調査会勤務

l附手n41年 !日l会研究1i{)長と江る

(主な著書)

日本の地Jj政治(東洋れI斤新1割引)

地JJr~ 治の研究(日本流出k新れ )

地方自治読本(東洋経治新制社)

地域開発と大都dill'JI!ii(，JI<符ダイヤモンド利)

地方自治のしごと (~I、若 三一升l万)

J山万自治のはなし(東京t!~}μJ社)
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福岡県の公民館の現状 (資料 1)

1. 公民館の設置状況

(1) 県下の公立公民館数11293館

IIli手041年度の~!下各 Ilï町村における公立公民館の設

世総数:主第 1衰のように全部で 293館で，市町村数に

対する設倍率は99%である。

穿¥1 ;1< 以下の公立公民館設置状況

3 市|町 i公民館 設置公民館数
1X5t i 設笹川T1設置率 1---，一一「← ー

村数 1~附数 中央斜地医館|青|

di ! 16 I 16 I 1伽 I15 I 1引192

1町村 田 1 82 98% i 80 1 21 I 101 

寸 寸百円F下両1-95T19司五

米投i白IIIJ村は 1で，乙れはlJUi設老朽で一応、腕館とし

たものである。

設出形態としては，iUの多くは「中央公民曲'uをお

き小子校12<ないし'1'"γ校IKIこ「地区館」を配してい

る。[lIJ付て'は中央公民館を毅備し地区は分野iとして町

内，行:必公民tklを配しているものが多い。また町村に

おける地12<血::u)多くは，合併前のl日HIJ村公民自信をこれ

にあてている。

(2) 公民館分・支館の数lま285舘

首fj21;; 分支品] ・ 1部綜 ・ JllJI}~公民館の数

¥一一 示 品 一五 -，一一一[';ug-:Td、広

¥ 一一一丁一一 「一一一|分飴数|町内公 |公民館
¥ 巾央他|地l減 i!::1' i 民館数 |数

111 ! 15 i 177 I 192 I 21 i 1， 304 I 4 

Il!f村 '80 21 I 101 I 264! 2，128 I 0 

:n 95 1981 2931 285 i 3，4321 4 

本白l:i，.J外lこ「分館 ・支品uを設i註するところも多

く，285i¥Wこj主している。ζれら公立分官官に対する県

mi Iì UJJ(;~がíijtl'25館平均交付され， 学校rxま たは同]内

単位;こかなり慾備されてきている。

1";';1;洛・[lIJl}j公民館」は社会教育法では「類似施

設」といわれるもので3，432館lこものぼるが，乙の内

作は駆守段々で，単なる組織上の名称のものから，か

なり鋲備された集会規uおtをもつものまである。

1"11、人立公民白:uは，/1;にもとづく公民館で，北九

州市治怯lまに4館設置されている。

2. 公民館施設の状況

(1) 独立専用施設をもつものが82%

独立専IIJ施設をもつものは全体の82%で，そのうち

の70%(166館)は公民館として戦後建築されたもので

ある。

第 3 ~長独立専JfJ施設をもっ公民館数

¥ 独立専川公民館数 i併鐙ま|
¥ |一一一一寸一一一一「一一一一|たは無|合 計
¥ 新築館数転別館数1?I' 1施設 | 

市部 I 124 I 45 1 169 I 23 I 1位

日]'t"i竺-~~~-- ~リー~~__L~~一
合 ii↑川 74 I 240 1 53 1 293 

% ! 57%1 2叫 82%118%1 100% 

しかし一方，依然として「無施設」または事務室だ

けといった「併魁公民館」が53館18%ある。また転用

施設の74館 (25%)の巾にふ老朽化したものや，数

字f胞設としての条件が不充分なものが少なくなし、。

(2) 公民館設置基準 (330m')以上は半数

第4表公民館の施設規模

¥ | 基準以 下| 基 準 以 仁 l

J型下i100~→ |???710Ml計¥ 32911rl内 | 以上|

T↑J 部 16I 75 ! ぉ I 43 I 1ω 

型竺J_1~__~1__ I____空 L _ ~~ _ J_.2.1._
合竺|ー お i戸 一一戸|一 戸 i-2?
% 1 11%1 36%1 21%: 3判 10脱

文部省は附和34，年に教育施設としての公民館の施設

基準を示したが，ここで一応鐙築五正面積330nr以上と

L 、う基準だけをとりあげて現有施設をみると ，基準以

上の公民館は 128鉛で独立専HJ胞設をもった公民館の

52%，全公民館数の44%である。最近新築される公民

館は大体500nt以上のものが多い。全悶公民館述合会

では 660，，1以上なければ社会教育施設としては不充分

fごとしている。(['今日的指様」参照のζと。)

m 5 表公民館のjJ!~在の精進

¥11J手五17司五よ!?JZiE7
点数一[三面 1"....7一一石 r-61-2ゐ一

%1 8日 %1 3% 1 料 ! 日 %1100% 

建築構造では木造が巌も多いが，最近のものはほと

んど鉄筋コンクリ ト巡りである。子どもから老人ま

でと利用層の広い公民館には耐久度の高い施設が要求

されてきた結果とみられる。
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3. 公民館の建築状況

(1) 次第に高まる公民館新築傾向

社会教育の中心施設としての公民館への認識の高 ホ

ホまりと，学校経築の一段落からからか乙 ζ数年，新

築整備の傾向が高まっている。

て専~I 23 1 24 1 25 126 1 27 i 28 1 29 1 30 1 31 1 32 1 33 : 34135 : 361371ぉ丙岡両計

ペよいけいにじけには|:l;l;1111;lhri七日hl:
数 |合計 11 1 01 21 31 217上714114141 9/1411411o 110 101 7/12 !-8下司 166

特11:41年度は18館，このうち国庫補助を受けた施設

8館とかつてない数に達し.42年度も同様の傾向があ

らわれている。

しかし，ζれら戦後新築されるものには地域的にか

なりの差があ ふ 「市」では 126館のうち北九州市と

福岡市で93館を新築している。 r郡部」でも田川郡，

嘉穂郡で整備がすすみ，浮羽，三井，八女，三瀦郡等

の筑後地区ではし、ちじる しく遅れている。

(2) 古い施投は改築の必要が生じている

第7表公民館施設の使用年数

¥ ¥14 年|31 6~ |10~ |20年
満 5$年 9伴年 1昨以上J:Ia 

館数( 幻 13幻71 6ω0 17市31特 [μ
%1  11%1 16%1 25%1 30%1 1例 100%

4降

第8表公民館長の勤務形態

• 10年以内が52%だが.60年 70年も経過した文化財

的転用施設も少なくない。また戦後建築でも ，公民館

の施設構想が未成熟な時期H:建築されたものは，早く

も改築の必要を生じていると乙ろが少なくない。

4. 公民館職員の状況

(1) 専任の公民館長は極めて少ない

公民館長の多くは，今日もなお 「非常勤嘱託」 が最

も多く59%にものぼっている。「専任館長」はわずか

に22名 (7.5%)にすぎない。ζのζ とが今日なお公

共的教育機関としての公民館の弱きとなっている。町

村部で専任館長2名，市でも北九州市八儒区，大牟田

市飯塚市等11:専任館長をみるだけである。

計

兼

嘱

任

託

A 

'" 
言l 182 97 279 

(2) 兼務館長では町村長と教育長が多い

兼務館長の本務の職名は第9表のとお りで，教育長

が40名で半数，次いで町村長となっている。市では *

第9表兼務館長の本務職名

% 

7.5 

33.5 

n
U
A守

n
u

一a斗

1

1

 
183 110 

キ嘱託官官長が多く ，町村では兼務tlI}長が多いという傾

向がみられる。

でこ____1

ι1J 
長

一

%

附

一
O

巧

一
日

一
同

市
一

教 育長

4 

36 

40 

48% 

課長

8 

3 

11 

13% 

社教主事

。
|出張所主任 | そ の他| 言十

23 

61 

8 9 84 

9% 1 11% 1 100% 1% 
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(3) 公民館で仇く一般職員の状況

一般に公民館の中心的働き手は 「公民館主事」とい

われているが，これは法律による規定をもっ職名でな

いためその実態は把みにくい。ここでは，第10表K ホ

第10表公民館職員の状況

*よる 「公民館主事」と 「その他職員」の中の「主事

」をそれとしてみてみると総数は 391名となる。その

勤務の形態は，専任が 190名で約半数，残りの半数は

兼務が 154名，嘱託が47名である。

事 |主事補 |香

兼

嘱

任

託

一
計

P

R

U

F

h

u

-

内
M
U

.，B
内

4υ
一

内
X
U

A 

" 65 153 238 

兼務の多くは教育委員会事務局臓員であるが，中で

も社会教育主事兼務が65名に逃している。乙れは，公

民館で働く職員の身分が今日なお行政職員と施設職員

との未分化状態が一般的に根強 く帯在している乙とを

示している。

1館当りの平均職員数は，館長を除くと大体2.1人。

また教育にたずさらわない用務員を除くと 1.6人平*

第11表公民館職員の年齢構成

の職員 1 

8日均一「玩f-)ii -1合計

4 I 93 I 6 I 323 I 359 

25 

154 

113 

626 

o
m
一
げ 146 6 I 473 

$均という数字になる。

(4) 20~30歳台の職員がふえている

公民館職員は年寄りが多いとの通説があったが事実

はどうか。非常勤館長を除くと50歳以上をとると実際

には20%にi主していない。 30歳台までの職員が60%近

くを占めている。

¥¥¥~j 10歳台 加 rSIO~tl' |可函丁;iOJ五| 一蹴台 1-';0歳台 | d日h 計

町市村 || 
7 51 84 58 52 3 251 

2 52 77 43 27 7 。 213 

.g. tii 9 103 161 101 79 10 464 

% 22% 1 348% 22% 1 2% I 0.2% I 100% 

職員の年齢構成は大きく若返っているとみられる。

しかし一方，公民館職員と一般行政職員との交流が一

般化し， 経験が蓄積せず教育専門限員としての資質を

習熟していく機会や雰意気が薄れていく傾向がありは

しないfごろうか。*

第12表職員の最終学際

本 (5) 公民館職員の最終学歴

公民館職員には，特定の資格が要求されていないの

で，その資質の一端をうかがうために，その最終学歴

をみてみると次の通りである。

¥¥¥|  高小卒 | 旧中卒 | 高校卒 | 旧専卒 ! 師範率 | 短大卒 | 大学卒 | その他 | 言十

37 60 51 16 7 6 56 12 245 

22 49 84 8 14 15 25 26 243 

合計 | 59 109 135 24 21 21 81 38 488 

% 12% I 22% I 28% 5% I 4% I 4% I 17% I 8% I 100% 

旧制専門学校，師範学校卒業以上のものが30%。旧

制中学校，高校卒業が丁度50%となっている。

(6) 公民館運営審議会委員はどんな人たさか

最後に，公民館の運営に大きな影響を与えると!恩わ

れる運営審議会委員の構成をみてみると第13表の通り

である。

構成には一応社会教育法の規定がある乙ともあろう

が，直接公民館を利用することの多い婦人団体や育年
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会のあり方をめぐる課題にはなお多くの問題が残され

ていると考えられる。

団体等の利用者代表の比率がもう少し高められてよい

のではなかろうか。また運営の実際が形式化している

傾向等，公民館の大衆化民主化をすすめるための審議

I
T
I
 

雪
ロ

2.155 

1.594 

直也出合

291 

EEJE首1

:;|::| 
お51 220 I 

I 6% I 

公民館運営審議会委員構成

人 |青
体 |団

21訂
63 

婦
問劃

而
|
一
則
一

の
4

F

h

d252 

\\\| 需室 I ~

円引
円引

第13表

村町

3.749 859 157 45 381 言十A 

" 
lOO% 23% 4% 28% 1% 6% 0% 4% % 

－ 42 －



福岡県公民館大会の推移 (資料 2) 

回数| 年 月 日 | 研究主題 | 主 な 内 容

旦I31年 |地喜財政悪化と任命制教育 |体験発表，全体討議il l号室昨妥協同記念講演は平塚削教授I 10月25日| |
I UrJ L，JU 綜合化等を研究する。 I討論会「公民館の現状はこれでよいのかJ

E!3作 |町村合併と地方財賠建の|分地 (4) 

El 湾叫駒糊成と |
l 棚酬 [全体討議「分科会提案議題をめぐって」

10月19日lF活動の綴酬を研究す |パネル討議「新生活運動の反省と今後の推進方策について」

1
33年

l
全国都市公民側聞大会(八幡市)のため県公民館を兼ねて実施。

7 34年 社会教育法施行10週年を記 分科会(5 ) 

福市岡 11月21日
念して，公民館10年の歩み 全体討議「これからの公民館はいかにあるべきかJ

を省み，新しい時代IC.即応 パネノレ討議 110年のあゆみと ζれからの公民館」
22日 する振興万策を研究。 講演「公民館10年の歩みと反省」 鈴木健次郎氏

8 公民 館 速 一 山 術 | 分 一) 全体討議
35年

化を促進し，設置基準に則 レ討議「社会教育の実践から公民館に何を望むか」

大市111 10月3日 |県議会各派に「社会教育復興方策」を聞く会

4日
って公民館の当面する諸問 νンポジューム「地威の社会教育センターとして公民館の整備を

題を研究する。 計画的に推進するにはJ

g 総合社会教育の推進と，地 分科会(5 ) 実績発表，全体討議，参加者感怨発表
36年 講演「綜合社会教育の推進と公民館の役割」 田代元弥氏

直方市

域文化センタ ーとしての公
6月3日 講師の話しあい「地域の社会教育を綜合的に推進するには」

民館活動と経営の新しいあ (登壇者) 九大藤原英夫，戸畑市長，宮田町長，直方市教4日
り方を研究する。 育長，赤池町公民館長

10 37年 楽しく学び，豊かな暮しと |分科会(9 ) 参加者感怨発表

語市 5月13日
文化をつくるために公民館 |スライド映写「公民館15年のあゆみと問題点」

はどうしたらよいかを研究 8弘映画「公民館活動の実際」

14日 する。 講演「欧州の社会教育施設をみて」 全公逮極上事務局長

11 38年

害
5月25日 文化をつくろう。 対談と討議「新必要しかい地」域社会の建設と生活文化の向上発展に何が

26日 講演「地域における生活文化の振興と公民館の役割J永杉喜輔氏

12 39年 ひ豊とかりひ市館と民りの生壱う育活しをよく 分科会(9 ) 分科会報告，

福市岡 5月31日 めしに公民な は性ど てたるらたよ パネル討議「公民館に期待する」

6月 1日 いか。 諮演「地域社会の近代化と公民館の役割」 米林富男氏

13 40年 変貌する社会における住民 分科会 (8) 分科会報告

筑後市

の社会教育活動を振興する パネル討議「地域住民の生活文化を高めるために公民館の果たす
5月23日

fこめ公民館はどのような役 べ主役割は何か」

24日 害リを果すべきか。 i講演「現代t乙生きる日本人のあり方」 今中次磨氏

14 41年
一 一 「会 山

( 

l回11 5月24日 めざす自主的な学習活動を パネル討議「分科会討議をめぐってJ (助言者登壇)

市 25日 育てよう。 講演「めくらめっぽうの人生観」 宮崎康平氏) 
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最近建設された公民館から (資料 3) 

聖書 |市 郡 名 | 公 民 館の名 称 | 所 在 備
築
積函

建
延造

櫨
情地 考

庄内町公民館 庄内町綱分802の7 木造2階 1.044 国庫補助金

吉宮 l町公民館 吉富町大字広津413 木造2階 749 国庫補助金

嘉穂郡 碓井jI町公民館 碓井町大字上臼井1346 国庫補助金
ック

筑後rIi 筑後市中央公民館 筑後市山の井906の 3 木造2階 842 国庫補助金

iifJ禽郡 杷木町公民館 杷木町大字寒氷80の 1 木造 1.099 国庫補助金

年3度7 甘木市 安川公民館 甘木市安川町 木造平屋 669 国庫補助金

豊前市 三 毛門公民館 豊前市大字三毛門914の 1 木造2階 459 国庫補助金

プロック
田 川 市 川崎町中央公民館 川崎町大字田原791の 1

造 700 凶frV補助金

北九州市 八幡区本城公民館 北九州市八幡区本城大町 木造2陪 601 問r.l1fi:i助金
字九の坪

ノ" 八幡区穴生公民館 北九州市八幡区穴生896 木造2階 960 

11 小 倉区足立公民館 北九州市小倉区中津口 3丁目 木造平屋 351 

福岡市 三宅公民館 福岡市三宅本町912 木造2階 230 

年3度8 北九州市 八綴区枝光北公民館 北九州市八幡区宮田町5了目 木造2階 560 国庫補助金 100万円

田川市 田川市中央公民館 田川市大字奈良峰地2053の3 鉄筋2階 1.068 国廊愉助金 100万円

朝倉郡 朝倉町公民館 朝倉町大字宮野2047 木造2階 719 国庫補助金 100万円

年3度9 
田 川 郡 金 田町 中央公民館 金田町大字金田958の6 鉄骨2階 587 国庫補助金

粕屋郡 志賀町公民館 志賀町大字志賀島736の 1 木造2階 551 国庫補助金

朝倉郡 夜須町中央公民館 夜須町大字篠隈339の 1 鉄筋2階 959 国庫補助金

福岡市 草ケ江公民館 福岡市草香江 1丁目 4 木造平屋 336 

〆" 赤坂公民館 福岡市赤坂2丁目 5ー 14 木造2階 264 

年40度 北九州市 門司区松ケ枝公民館 北九州市門司区大字下恒堤見74 鉄筋2階 689 国庫補助金 250万円8の 1
筑紫郡 那珂川町南畑公民館 那珂川町埋金853の3 木造平屋 393 国庫補助金 100万円

久留米市 務島公民館 久留米市荘島町172 鉄筋2階 243 
福岡市 舞鶴公民館 福岡市舞鶴2丁目 6の6 木造2階 271 
嘉 穂郡 筑穂町公民館 筑穂町大字長尾 木造2階 508 

年4度1 北九州市 小倉 区日明公民館 北九州市小倉区大字板橿字大沼 鉄筋 2階 393 国庫補助金 120万円

11 八幡区引野公民館 北九州市八幡区引野別所 木造2階 565 国庫補助金 120万円

柳川市 両開公民館 柳川市有明町1748 木造平屋 648 国庫補助金 180万円

回川郡 添田問中央公民館 添田町大字添田538 鉄筋2階 592 国庫補助金 180万円

筑紫郡 春日町公民館 春日町伯玄町 2丁目 鉄筋2階 599 国庫補助金 180万円

飯塚市 飯塚市中央公民館 飯塚市大字西町2番 鉄筋3階 3.018 国庫補助金 300万円

築上郡 新 吉富村公民館 新吉富村大字緒方588の 1

宗 像 郡 宗像町東部公民館 宗像町大字土穴字村内 鉄骨2階 341 庫補助金 120万円

遠賀郡 遠賀町公民館 遠賀町大字今古賀91ー 1 木造平屋 271 
福岡市 高取公民館 福岡市神楽町10 l木造平屋 264 
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一一公民館のあるべき姿と今日的指標ーーー (資料4)

(全国公民館連合会中間報告)

一一急激な社会の変容に即応する公民館のあり方にたいし，新しい角度か

ら検討を加えねばならぬ幾多の問題に当面している。乙 ζに公民館連合会

は公民館のあるべき姿を考え，かつ今日的な指標の確立を緊要として，専

門的調査機闘を設け，その結果の中間報告の運びとなったのである。
も・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・............................・・・・・・・・・....・・・・......・H ・...“"“・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・...........・・・・・H ・H ・........・H ・....・・・・・・・・・・・H ・M ・.......

総 論

1.序 践

敗戦後，焦土の上に「公民館」の構想がうちだされ

てから約20年，全国の公民館関係者は，もろもろの困

難をの りとえ，その理組の達成l己努めてきた。

その関朝朝戦争から講和条約の発効をへて，地方教

育委員会の設置，町村合併促進などの影響により ，公

民館をめぐる情勢は変化し，かつての構想への取り組

みにも停滞のきざしがみえるに至った。しかも ，やが

て進行してきた技術革新と経済の高度成長は，社会の

様相を一変しつつある。

乙れらの情況のもとにおいて，公民館は量的には増

加の一途をたどってきたが，質的にはなお多くの問題

をのζ し，公民館関係者のひたむなき営みにもかかわ

らず，その実効をじゅうぶんにあげ得ていないうらみ

が多い。

ここにおいて，まず，公民館創設以後の時代の変遷

と，それぞれの時代における公民館に対する指標をふ

りかえって，問題の所在を明らかにしたい。

敗戦後，各地域に胎動しつつあった祖国再建の動き

に呼応して，昭和21年に発せられた文部次官通達は，

荒廃した郷土民心をうるおし，公民館運動の波は全国

にひがっていった。しかしながら ，当時としてはやむ

を得ない一面であるが，それは施設観に欠けると乙ろ

があって，ζれが現在にまで尾をひいている。

昭和24年に公布せられた社会教育法は， 日本国憲

法，教育基本法にもとづいて，公民館K法的根拠を与

えるとともに，社会教育の領域を確立するものとし

て，画期的重要性をもつものであった。しかしながら

地方公共団体の中には理解と努力を欠くものもあり ，

全般にわたって，社会教育法の精神が十分に生かされ

なかったうらみがある。

昭和34年の社会教育法一部改正は，公民館関係者多

年の要望にζfこえ得ぬ部面もあったが，つづいて告示

された 「公民館の設置及び運営!L:関する基準」と，そ

の後累年の国庫補助金の摘額とは，公民館の施設撃備

を促進した。

しかし，ζの閲における教育委員会法の改廃がもた

らした教育行政の変化の流れは，公民館の発展を暗影

を投ずる要因ともなった感がある。

その後，昭和38年，文部省は変容する社会の実情に

かんがみ「発展する社会と公民館の運営」を刊行し

て，公民館のあるべき姿を説いた。それは，住民偲々

の要望をみたし，他の施設，機関との結び目となり，

技術面に新領域を示唆するなどの方向を示したが急激

な社会の変化に応ずるには，さらに新しい方策の確立

が期待される。

すなわち，われわれは，公民館創設当時の社会的条

件を一変した現在の時点、において，あらためて「公民

館のあるべき姿」を探求し，ととにその「今日的指標

Jを見出そうとするものである。

2. 公民館のあるべき姿

(1) 目的と理念

公民館は，住民の生活の必要にこたえ，教育，学

術，文化の向上につとめ，もって地域民主化の推進

!L:役立つ乙とを目的とする。

とのためには，つぎのような理念に立たなければ

ならない。

① 公民館活動の基底は人間尊重の精神にある。

人聞を尊敬信愛し，人間の生命と幸福をまも

る，この輝かしい理念を，われわれの社会におい

て実現したし、。

② 公民館活動の核心は，国民教育新態勢の確立

にある。

文明の急速な発展は，国民の生涯を通ずる教育

を不可欠のものとしている。公民館は学校となら

んで国民教育態勢を樹立し，全国民に教育の機会

均等を保障する中心的機関とならなければならな

L 、。
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③ 公民館活動の究極のねらいは，地方自治振興

の拠点となるにある。

公民館は，自他共存の生活感情を育成し，住民

自治の実をあげる場とならなければならない。

(2) 役割り

① 集会と活用

地域の社会生活は，集会活動をとおして向上す

る。このため集会場，い乙いの場，茶の間など，

多様な役創りをはたすものが公民館である。

さらにすすんで，住民の日常生活の相談lζ応

じ，資料をととのえ，住民を他の諸機関， 諸施設

に媒介するなど，積極的な活用に供するのも公民

館である。

地域住民が，公民館f<::最も強く要求するのは，

まずこの機能である。

② 学習と創造

学習活動の場をととのえ，ゆたかな教材を提供

し，教育文化活動を展開するのが， 公民館の重要

な役割りである。

住民の継続的な学習活動は，各種学級，講座等

によって1IlIJ機づけられ，かつ充実される。しかも

それらは個人や小集団による自主的な学習によっ

て深められ進められる必要がある。そのような学

習活動をささえ，発展させるための活動は，数多

く考案されるべきであ り，また各種の資料や図書

をととのえ，乙れを活用する場を構成し教育的な

条件を盤備すべきである。

ζれが，公民館の中核的な役割りである。

③ 総合と調整

地域社会における生活課題といかにして総合舵

Il.，取り組むか，ここに公民館の高次の役剖りが

ある。

公民館は，諸団体，諸機関の連絡と調整をはか

り，住民の組織的な教育活動を通じて，正しく力

ある世論をもりあげ，地域社会を発展させる原動

力となるよう，学習の成果を実践にうっすのをた

すける用意がなければならない。

(3) 特質

①地域性

公民館は，民主的な地方自治をうちたて，地域

の生活課題を発見し解決する場である。このため

には，生活連帯意識をささえる地域性が重視され

なければならない。

しかしながら，その反面地域閉鎖性をさけ，広

く社会の推移に着服する要がある。

②施設性

公民館は，教育施設としての特賓が強調きれな

ければならなし、。計画的，継続的，多目的で多様

な活動を展開するためには，専用の施設と完全な

設備とが必要であり，とくに時代の進展に即応す

る教材，教具が豊かに導入きれなければならな

L 、。

③ 専 門 性

公民館は，専門の職員によって運営されるべき

である。しかも， 公民館の機能を効果的に発揮す

るためには，目議員の識見，技術，熱意にまっと乙

ろが大きL、。したがって職員の不断の研修が必要

である。

①公共性

公民館は，公立と私立たるとを関わず公共性を

もっ。教育の機会均等，非営利性および独立を確

立するために，公共性を絶対の条件とする。

3・今日的指様

(1) 企画の科学化

社会の変容に対処するためには，科挙的方法tζ基

づいて地域の実態を把握し，真K住民のi2:求に応ず

るキメ紺lかな企画が打ち出きれなければなら ない。

企画を科学化するためには，つぎの視点K立つこ

とが必要である。

① 社会の進展や産業構造の変革に対し，社会科

学的，歴史的洞祭をおζ なうこと。

② 消費革命や流通革命がもたらしつつある利己

的，打算的傾向1<::対し，社会連帯の意識や態度

の形成をめざすζ と。

③ マスコ ミを支配しつつある商業主義的傾向に

対して，自主的，批判的態度を育成する ζ と。

@ 近時の都市化，機械化によって失われようと

する人間性の回復をはかると と。

⑤ 企画にあたっては，地域の諸機関，諸団体と

の連けいを密にする乙と。

(2) 運営の効率化

教育活動が，直ちに具象的な効果をあげうるもの

でないという事実にかくれて，運営の非能率が見す

とされてはならない。

公民館の運営を効率化するためには，次の視点が

重要である。

① 地域住民の欲求を反映し，社会教育に積極性

と熱意をもっ速蛍審議会委員を選ぴ，運営審議

会の活動ぞ活発にするとと。

② 活動展開のため必要に応じ，地域のすぐれた

人材を発掘し協力組織をつくる ζ と。

③ 有志指導者(ボランテイア)を発見し，随時

乙れが活用をはかる ζ と。

① 常時の活動をとおして，住民の学習集団の形
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成とその波及，ならびに乙れにもとづく実践運

動への展開を配慮すること。

(3) 事業の近代化

公民館活動の情性化を破るにはその成長度に応

じ，地域の実態に即して事業の近代化をはからね

ばならない。

事業の近代化!;::は，つぎの視点が重視される。

①他の諸機関，諸施設との共催，近隣の公民館

との共同，立地条件を異にする公民館相互の交

流などにより新境地をひらく乙と。

② 受動的な学習に終始せず，創作，創造，実習

実験など，生活と生産にむすびつき現代人の心

理に適合する能動的な事業を重視すること。

③新しい視聴覚器材などを活用し，進展する科

学技術に習熟せしめる事業を実施する ζ と。

@移動公民館，有線放送などを駆使し，事業の

機動性，浸透性を高めること。

(4) 管理の適性化

公民館は，公的機関としての性格を明確!;::し，本

来の使命K徹するため，管理の適正化をはからなけ

ればならない。

管理の適正化には，つぎの視点が肝要である。

① 公民館長は，常勤と非常勤とを関わず，公民

館経営の終局の責任者であるという管理体制を

確立する乙と。

②職員の専門的な知識と技術が最高度に発揮で

きるような職員構成とその適正な配置をはかる

ζ と。

③ 施設，設備の管理にあたっては，住民の利用

の便を優先的に考慮する乙と。

@ 公民館の経費は，十分に確保されるようにつ

とめると共K，その効率的な使用を綿密に考慮

する乙と。

⑤ 公民館の配置を適正にするために，教育行政

機関の積録的な対策を促進する ζ と。

4. むすび

われわれは20年ちかい歩みをとおして，公民館のあ

るべき姿をさぐり，その究極の理念を探求するととも

に変容激動する社会における「今目的指標」を求めて

きた。

乙乙につかみ得たところには，なお，検討を要する

とιろも少なくないであろう。大方の C指摘をまっ

て，その完ぺきを期した，'0 

各論

一五つの課題の試案ー

はしがき

全国公民館連合会は，さきに専門委員会に委嘱して

「公民館のあるべき姿と今目的指偲」についての調査

研究をつづけ，その総論ともL、うべきま正本課題につい

ての研究成果を， r中間報告」として昨年11月の第i14

回全国公民館大会において発表した。ζ の 「総論」に

おいては， r公民館のあるべき姿Jとして，その 「目

的と理念J r役割りJr特質」 を説き r今目的指

標」として 「企画の科学化Jr運営の効率化Jr事業

の近代化Jr管理の適正化」を強調した。

しかしながら，公民館をめぐるもろもろの条件は，

Eの「あるべき盗と今目的指標」をはばむものが多

い。全公述は，それらの問題の所在を明らかにし，と

れに対応する方策を確立するため，とくに重要と認め

られる五つの課題を選ぴ，重ねて専門委員会の調査研

究を乞うた。専門委員会は，本年初め，課題ごとに五

つの部会を設け，分担して調査研究を重ね，さらに数

次にわたる合同研究の結果， ζζ にその 「試案」をま

とめられた。乙れは，さきの「総論JKtこいする「各

論」と もいうべきものである。 r公民館のあるべき姿

と今目的指標」は，総論，各論ともに，公民館人によ

って公民館人の指標を確立しようとするものである。

全国の公民館関係者が，相携えて研究討議を重ねられ

る乙とを切望してやまない。

凡例

(1) 今回の作業においては，調査研究の対象をすべて

「公立」の公民館K限る ζ とにした。

(2) 乙の「試案」においては， r設置基準」にいう「

都市においては中学校区にJr町村地域においては

小学校区JK設けられる公民館を，すべて「本館」

の呼称に統ーして記述した。

(3) したがって，いわゆる「中央公民館」および 「地

区公民館」は，すべて「本館」の中に含まれるもの

である。

1. 地方教育行政ならびに一般行政と公民館との関係

社会教育法第5条には 「市町村教育委員会の事務」

について，また『司法第22条には「公民館の事業」につ

いての規定がある。しかし， ζの両者のあいだに重複

があるため，教育委員と公民館との役割り分担K明確

さを欠くような事実もみられる。さらにまた，国 ・都

道府県および市町村の一般行政の公民館に対する施策

において，現状では，なお不十分なものがあって， 公

民館の振興に好ましくない影響を与えている。

ζのような観点から，教育行政および一般行政と公
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民自:iとθ関係について，とくに考慮すべき以はつぎの

とおりである。

(1) 公民館と市町村教育委員会との関係

① 公民館は，社会教育活動実胞の中枢機関であ

る。それは，地域住民の中lこ位置し，その多様

な教育的要求を発姻し，それに必要な諸事業を

企幽 ・実l彪するものである。

② jl illl]村の教育委員会は，公民館の設置者であ

り，管理省である。したがって，それは公民館

の事業を完全に実施するために必要な人的 ・物

的条件の準備にあたるべきである。

@ 公民館未設慢の地域においては，教育委員会

は，まずこれが設置につとめ，その笑現をみる

までの聞は，これに代って討会教育事業を主催

することが必められる。

(，1) 公民館主事と市町村教育委員会事務局の社会教

育主事との関係

① 公民館主事は，社会教育事業lこ|潤する専門的

知識とn燃とをそえよえ，公民館を中心とする教

育活動の実証!iにあたるものである。

② 教育委員会事務局の社会教育主事は，討会教

t-lに関する専門的fJ.識見をもって教育委国会の

事務を1u当し，かっ求めに応じて主l会教育を行

なうものの指導 ・助詞にあたるものである。

③ 公民館主'Hと社会教育主事との倒互の兼務関

{，f，:;t. :il!IJd.立rn措置として必めるべきものであ

る。

(~) 公民館と地方一般行政機関司事との関係

① Jti ~IJ 村は ， 公民館を/HJ づくり ・ 村づくり の中

心拠点として将来川li白lを策定し，その実現をJtfJ
するこ とが必必である。

Jl 公民館は . ~l'民の中にある教1'1(内公J.I，M!i設で

あるがゆえに， 一般行政機関および公主主トJ1体の

fj!;丸i何事業のうち，教子T目的と合設するもの

をJUWし，主IlI:し，またはm助するものであ
ー，
'・，， 

③ 公民館主，tその他の公民館!ffilf"'tに一般行政の

米副li事務のRIi比Ij'.'J\を打 l ~1 させることに上って，

公民館本:*~の IZt動に支怖をきたすことは厳に避

〈べ主である c

p) 公民館に対する中央行政の施策

① 文 /m省は L.~μ 飢がその本-*の役者IJ りを烈し

うるようiJil!紋 ・設備に対する補助金ω完全定率

化お上ぴ~r;t t~\ω給与に対する単独の補助制度を

倣立すべきである。

1J I ~I 治省は， 公民館に対する J山万白治体のU1政

filiEilこ桝[止の巧!惹を加えるべきである。

③ 都J且府県の教育委員会は，公民館職員の研

修，連絡，研究活動をきかんにして公民館活動

を側面的l乙援助するとともに，国と同様，積極

的に財政的助成をなすべきである。

2. 市民会館等の出現にともなう公民館のあり方

近l時.rti!IIJ村等が設寵するili民会館その他さまざま

なl市内の肱設が附加している。これは.-ilii望ましい

乙とであるが，反面， 公民間目lとの関係をめくっていろ

いろの問題が生じている。

この際.tI会教青の総合施設としての公民館と， こ

れ ら ~ìlJ施設との関係について解明することは， 公民館

の設値目的を迷成するため緊要なことである。

以下，これらの諸施設を便宜上，一般施設(市民会

館など).分化胞設 (児議EiJ!など).専門前i設(図書

館など)の三磁類にわけで検討する。

(1) 一般施設

「一般胞設」とは，その規模が大きし丘、く一般

の利JTJに111:ずるものをいい，公会主 ・rIi民会館 ・文

化会白iなどがあげられる。その特霊能は，主として大

集会JTJにあるが，各都の会議.!浸7f、，宣伝令rにも利

IIIせられるもので，慨して有料の貸与施設である。

これらd一般施設と公民館との関係は，その特徴

をそれぞれ生かしつつ，つぎの視点lこおいて相互に

その胞設機能を 「補充」しあう乙とにある。

① 一般巨!i設は，儀式，行事，娯楽等の大w会を

主とするが，公民館は，地主主住民の教育要求lこ

こたえて学習 ・会議 ・親ぼく等の中小集会の場

となることが多[、。したがって，集会の規模，

内符などに応じて施設の機能を互いに補いあう

べ主である。

② 一般民II設は.1.ムく 一般にそのJfili殺を貸与する

ものであるが，公民館は，対象地域の住民生活

に結びついた地域活動を中心とするものである

から .(主民の施設利用の目的(1:.応じて，相互に

(史れをはかりあうべきである。

③ 一般胞設は，施設の有料貸与 を中心とする

が， と土民自:iは教育活動を主とし，とくに職員の

専門性を生かし，教育的な資料の整備と専門

的，技術的な助言 ・指導にあたるものである。

(2) 分化施綬

「分化胞設」とは，社会の機能分化に即応して設

置されているもので，児2官官官 ・児童科学館 ・勤労青

少年ホーム ，青少年セ J ター，婦人会館，婦人ホー

ム，生i;!i館，厚生会館，制判|会館，産業f治，段業セ

/ク ，尚ー工会館などがある。

公民館(ま，その活動の領域をひろげ，学習と生活

を結びつけかっ深めるため，これらの胞設と，つぎ
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の視点で積極的な連けL、をはかるべきである。

① 相互に資料を交換し，また講師 ・指導者の交

換派迫を行なうことによって，公民館活動の多

様性をはかること。

② 公民館は，その事業の実胞にあたり，可能な

かぎりこれら施設と事業の共催，促SEをはかる

こと。

(3) 専門施段

「専門施設」とは，社会教育法その他に定められ

た施設で，図署地~，樽物館 ， 背年の話<.児童文化セ

J ター，視聡党ライプラリ一等である。

公民館と ζれら専門施設とは，っき・の視点f乙もと

づき，対等で双務的な協力関係をjJn・化すべきであ

る。

① 公民館は，その活動のl浸聞において，専門脳

設との附iに場と資料を制?flこ活ffJして，協力の

突をあげること。

② 附施設は.，11:11;:1こ職員の専門性J?生かし，陥

時にこれを交換して協力しあい，事業の近代化

をはかる乙と。

③ 公民館が育成しつつあるグループは，専門施

設のもつそれらと交流の場を色ら，協力して地

域社会の改善lζ参加しうるよう配慮する乙と。

3 望ま しい公民館の体制と配置

昭和三十四年「公民館の設置及び運蛍に附する基準

Jが公布されて以来，関係者はこの線にそって公民館

の整備につとめているが，基準の内容にも問題があ

り， また，関係者の努力もまた.十分の成身さをあげてい

ないうらみがある。

今日の段階において， 公民館の俵低の~件をみたす

ための，その体制と配置の基準を明らかにする こと

は，今後の公民館の重要な課題であるι

(1) 配 置

① 市町村における公民館の体制は，本館の並立

方式をとるを適当する。

乙の場合，形式的並立方式として，数f聞の本

館の職員と予算を統合し，ブロック運'ili'方式を

とる乙 とは望ましくなし、。

③ 公民館の設置区域は，都市においては中学校

区にー館となっているが，可能なかぎりにおい

て，さらにその区域を紺i少することが望まし

L 、。

③ 分館は，地形 ・人口 ・産業構造ミ与を勘案し，

公民館活動展開の必要に応じて，なるべく住民

生活fC:近接して設ける ζ と。

@ 部落(町内)公民館等は，可能なかぎり条例

による施設とし，分館として位置づける ζ と。

(2) 施設および役備

① 本館には，少なくともつぎの施設を備えるこ

と。

ア，集会の施設会議室，集会室，談話室，児

怠室，相談室，講堂等

イ，学習の施設講義室，実験 ・実習室，図書

室，展示室等

ウ，管理の施設館長室，事務室，宿直室，倉

庫，革路等

② 各施設は，つぎの面積を確保する ζ とが盟ま

しい。(単位は平方メー トル)

会議室 (50)集会室 (50)談話室 (50)児謹

室 (50)相談室 (26)講堂(謙展示室.165)講

義室 (66)実験 ・実習室 (66)図書室 (66)館

長室 (26)事務室 (40)li'i直室 (13) 以上;ll

12室 668平方メートル

ほかに付帯施設(倉庫 ・軍隊 ・湯沸場 ・便所

・廊下 ・階段等) 332平方メートル

合計 1.000平方メートル

③ 本館には，区域内の実態IC:応じ屋外体育施設

等を備えること。

@ 構造を開放的にし，設備の様式を近代(r~にす

ること。

③ 本館IC:は. r基準」に示すもののほか，つぎ

の設備を備えること。

ア，展示用具

イ ， 自動車および厳司1~r;;

⑤ 分量官tζ(:1:.図欝 ・資料 ・楽保 ・スポーツ用具

のほか，必要はものを飢えること。

(3)磯良

① 本館には，設置区域の人口5000名について，

最低つぎの 5名の職員をおくこと。

館長主事主事I補 Z書記用務員

② 人口5∞0名を乙えるときは，人口の増加に応

じて適宜嶋員すること。

③ 体育指導委員，青少年指導員，社会教育指導

員等は，なるべく公民館の非常勤職員とする乙

と，

@ 分館l乙は，主司王，用務員など最低二名の職員

をおくこと。

(4) 運営審機会

① 本館IC:は，各館ごとに逐蛍審議会をおくもの

とし. r二以上の公民館についてーの公民館運

営審議会をおく」 ζとは望ましくなL、。

② 一つの運営審議会の委員数は，最低5名とす

るとと。

③ 運営審議会委員の選任において，公民館利用
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者を代表する者が合まれるよう考慮する乙と。

④ 運営審議会委員と，社会教育委員との兼務は

望ましくなL、。

③運営審議会委員の任期は，二年を適当とす

る。ただし，再任。を妨げないが， 三fこぴ以上連

続して委嘱することは望ましくない。

4. 公民館における練準的事業の領域と内容

公民館の行なう事業については，社会教育法第22条

に示されている。もとより ，それぞれの公民館の事業

は，地域の実態をふまえ，実際生活に即したものでな

ければならないが，その事業の企画 ・実施にあたって

の基本原則と様準的な事業の領域と内容を考究して，

公民館のあるべき姿の実現l己資したい。

公民館の事業の企画 ・実胞にあたっての基本原則と

しては①住民の生活の要求にこたえて，その生活潔娃i

を教育fI~:二解決する方途を援助するとともに，②事業

の企ー幽および実施の過程における教育的意義を重視し

③かっ住民の生活課題と地域社会の課題の解決に照ら

して教育的l乙評価されるものであること ，が配慮きれ

なければならない。

公民館のあるべき姿に見あった標準的事事業の領域

と内容を考察すると，おおよそつぎのとおりである。

(1) 集会と活用

① 集会の場の捉世l、

ア 地域内の機関，団体，小集団などが開催する

集会，会議，講習会，研究会その他の行事に会

場を提供すること。

イ 住民の生活改議等のために骨tiす行事に胞設・

設備を提供すること。

② レヴリエーンョンの場の提供

ア いこいの場としての談話室(ロビー)はつね

:二開放されていること。

イ 軽スポース，ゲーム，ダンス，野外活動など

の社会体育，レクリエーンョン活動の場を提供

する乙と。

③ 住民相談の場の開設

ア 地域における恕談会を閃くこと。

イ 教育相談，法律相談，健康相談，結婚相談な

ど住民の生活相談に応ずる場を開設すること。

④ 年中行事の実施

ア 教育的な意義をもっii者種の年中行事を行なう

こと。

③ 資料の収集と提tJl

ア 図書，新聞，雑誌、，小冊子，切り抜きなどの

資料を選択 ・収集し，または自作し，ζれを適

:自整理 ・配置して住民の利用に供すること。

イ 絵画，写真，凶表.I決砲lフイノレム，ス ライド

レコード，録音テープ，笑物，標本，模型など

の視聴覚資料を選者'1・収集し，または自作して

住民の利用に供すること。

ウ 郷土資料を収集 ・保存して住民の閲覧に供す

ること。

⑥広報活動

ア 公民館活動を周知徹底させるための広報を行

なうこと。

イ 地主主住民に必要な行政に関する情報を提供す

る乙と。

ウ 社会的，公共的lこ有意義な情報を提供する乙

と。

エ 国際的視野をひろめるための知識および情報

を提供する乙と。

① 他の機関 ・施設との仲介

ア 住民の生活相談を専門家，専門機関11:.仲介す

ること。

イ 一般施設，専門施設，分化施設の活用につい

て{七民:乙仲介すること。

ウ マス ・コミュニケーンョンの活用をはかるこ

と。

(2) 学習と創造

① 学級 ・講座の開設

ア 市民的教養ならびに生活 ・職業技術11:.関する

多僚な学級 ・講座を開設すること。

イ 学校開放i溝肢の促進，大学拡張講座の促進，

誘致lこつとめること。

ウ 通信教育の受識を援助すること。

② 講演会などの主催

ア 教育，学術，文化，産業に関する講演会，討

論会，講習会，発表会，展示会などを主催する

こと。

③ 'ア習 ・創造活動の助成

ア 住民の要求と地域社会の要請に応じて学習活

動を援助する ζ と。

イ 演劇公演会，音楽会，美術展など文化創造活

動のための発表の機会と場を提供すること。

① 教具 ・学習資料の供与

ア 楽総，実験 ・実習課具，体育 ・レクリェーシ

ョン用具などを個人および集聞の活動のために

供与する乙と。

イ 学習に要する資料を，学習過程K即して編成

し，供与すること。

⑤ 学習の方法 ・技術の開発

ア 社会教育の万法 ・技術について実践的研究，

開発を行ない，その普及をはかる乙と。

(3) 総合と調盤
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① 機関 ・凶体等の連絡 ・調獲

ア 公民館を利用する個人および団体の連絡，協

調をはかる ζ と。

イ 小地域における諸集団の活動に助力するこ

と。

ウ 地域における各機関 ・団体などの行なう社会

教育活動との連絡，調獲をはかること。

② 機関 ・施設 ・団体との共同 ・共催 ・交流

ア 広域に共通な，高度な事業を共同で突施する

乙と。

イ 広範な領域にわたる事業を共協する ζ と。

ウ 共通淑Mi'iの解決のために，相互の也流をはか

るζ と。

③ 人材の開発と活用

ア 地域における有志指導.[，.専門家の発見につ

とめ，その活動に助JJするとと bに，その組織

的活用をはかること。

イ 地域における小銭円1のMilおと迷l灯、助力し，

能力(エネルギ )の社会的活用をはかるこ

と。

① 世論の形成

ア 地域住民の連帯感，市民性を高める、事業を行

なう ζ と。

イ 地域指導者の協力を求め，世論の形成を助け

るζ と。

5. 公民館職員の職務内容と研修

公民館職員の職務内容は，その身分，資格および地

位と深く関連し，また職責の自覚，現職研修の問題と

密接に結びついている。 ζれらのうちの，と.の-)A、Lに
おいて均衡を欠いても ，すぐれた職員を公民館に総保

するととを困難にする。公民館活動の成否を決するカ

ギの一つは，公民館にすぐれた人材を得られるか否か

Kかかっている。 ζのような認識に立って，身分，職

務内容，研修などについての基本線を明確にしたL、。

(1) 館長の身分

①本館には，常勤 ・専任の館長を必置とすると

と。

② 館長となることのできる者は，社会教育主事の

資格をもら，社会教育月議員としての勤務経験5年

以上の者とすること。

(移行措置として， 現に館長である者は，そのま

ま5年間は館長の職にとどまる ζ とができるもの

とし，その閥にζの条件をみたすようにする ζ

と)

③ 館長は，教育公務員特例法第2条第4項lこいう

専門的教育職員とする ζ と。

@ 館長の任用，公立学校の校長に準じて行なう乙

とが望ましいζ と。

⑤ 館長は，なるべく広域間の交流ができるよう制

度の改正を考慮すること。

(2) 館長の職務内容

① 館長は.~去の定めると乙ろによる公民館の行な

う各種事業の企繭 ・実施および，公民館の綬蛍;こ

必要な事務執行の最終質任者ーである ζ と。

<注>公民館の経営に必要な事務とは，施設，設

備の維持管理，文書の処理，予算決算等の

経理事務および渉外事務等をいう。

② 館長は，その所属の職員の任免κっき，任命権

者t乙怠見を兵咋ILノうるものとする ζ と。

① 館長の専決事項は，教育委員会規則において，

なるべく大幅¥1己規定する乙と。

(3) 館長の研修

① 館長は，教育公務員として研修の機会が与えら

れる乙と。

②館長の研修は，法に定めるもののほか，笑胞者

が他の教育機関花委託することができるものとす

るζ と。

③館長の研修内容は，そのI職務の専門的知識を深

めるとともに，広く内外政治 ・経済 ・社会の情勢

と，とくに社会教育の動向とを的確には握し，そ

の職貨と自覚と職務遂行上の能力とを高めるよう

な色のである ζ と。

(.) 主事・主事補の身分

① 公民館主事11:任用しうる者は，社会教育主事の

資格をもつものである ζ と。

(移行措置として，現に心民館主事である省は，

そのまま 5年間はその臓にとどまる乙とができる

ものとし，その聞にこの条件をみたすようにする

こと〕

② 公民館主撃は，教育公務員特例法第2条第 4!J'l 

lという専門的教育職員とすること。

③ 公民館主事の給与は，同一資格，同一経験年数

の公立義務教育学校教員と|司等以上とし，館長お

よび主事補を含めて独自の給与体系を設定するこ

とが望ましい。

④ 公民館主事補に任用しうる者は，次の各号の 1

に該当するものとする乙と。

ア 学校教員の資格を有するもの。

イ 社会教育主事l常習の受講資格を有するもの。

ウ 農業改良普及員，社会福祉司，栄養士，保健

婦等の資械を有するもの。

③ 公民館主事および悶主事納の任用は，公立学校

教員に準じて行なうことが望ましい。

⑥ 公民館主事および悶主事補{主，なるべく広減問
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の交流ができるよう制度の改正を考慮する ζ と。

(5) 主事・主事補の聡務内容

① 公民館主事は，法に定めるもののほか，公民館

の対象区域の住民または各種団体が，公民館の施

設 ・設備を利用して各種の教育的事業，行事を実

施するにあたり ，求めに応じてその企画，運営上

の相談に応ずる乙と。

② 公民館主事は，公民館が開設する相談事業の実

施にあたり ，または専門的相殺担当者との連絡に

あたること。

③ 公民館主事補は同主事の職務を助けること。

(6) 主事・主事補の研修

① 公民館主事は，教育専門職員として研修の機会

が与えられる乙と。

② 公民館主事に求められる社会教育に関する専門

的教養の領緩は，つぎのようであるとと。

ア 基礎部門公民館経営諭，社会教育概論，社

会教育方法論，社会教育史，社会

教育行財政

イ 特殊部門比較社会教育学，視聴覚教育，通

信教育，学校開放，問和教育，職

業教育及び職業指導，図書館学，

成人教育，背少年教育。体育 ・レ

クリエーション指導(実技)，家

庭教育，カウンセリング，ガイダ

ンス，広報学

ウ 一般教養部門教育原理，教育史，教育社会

学，教育経営学，教育心理学，社

会心理学，文化人類学，文化史，

社会学，法律学，政治学，経済学

統計学，自然科学(科学史を合

tr) ，哲学，倫理学，論理学，芸

術学，文学，宗教学等

<注>基礎部門は必修とすること。

③ 主事の研修は，法の定めるもののほか，実施者

が他の教育機関に委託する ζ とができるものと

し，と くに小地域における自主的，総統的な研究

集会が奨励されることが望ましい。

① 公民館主事補の研修は，主事資絡の取得を目ざ

して，任命秘者その他によって実施されること。

(7) その他の磁員

① 公民館l乙は事務H議員，用務員等をおく乙と。

② 事務職員，用務員等は，館長の命をうけ庶路そ

の他の職務に従事すること。

③事務職員，用務員等は，一般公務員であるこ

と。

－ 52 －



二二 MEMO二二

－ 53 －



合板の 7";'7:

西日本合板界の

バイオニヤとして躍進する

綜合木材工業の雄

本社・本社工場

<@>段谷走紫株式会法



宇
品

両日、wt
成務正

由
一
小

福岡県苅田 IUJ 与 j京

被造元 増田酒造場 TEL② o352 

犀 川名所

犀川観光温泉センター

京都郡犀川IUr T E L 1 1 7 犀川駅より 100m

銘梨 峰 の 月 ・ 視仏事用菓子

宮 } I( 峰 月 堂

京 都 君ji 犀 川 jlJr TEL 3 9 

主催福岡国税局 生徒募集
新酒鑑評会

大型車 ・昔通車 ・軽自動車 ・自動二輪車

清酒九州菊 実 技 試 験 免 除

最高位 金賞

大リボン受領
福岡県公安委員会指定 入学日

日本自動車学園チェ ーン校毎週土町

京都郡犀川IIIJ崎山

林 酒 造場

苅田自動車専門学校
京都郡苅閃IUJ大字集2637

TEL代表 @0835



宴会、結婚式は高木屋 で 11 

中津市枝IIIJ TEL代表①o0 1 7・② 36 56 

富 士菊製 嫡工場
代表者 小木 戸 利 幸

霊 前市 大字三毛門 1087の 1

電話登前 (09798)代表 3355番

有限
会社 松 回 石 庖市

問
、vd-

代表取締役 松 困 惑 桂

豊前市!大字赤熊 1341 

電話豊前局 2121 有線 5-1508

eし ょうゆ

農林省認定工場二反田醤油庖中津工場

中津市ヒ宮永111]' 電話 中津 23 5 4務

耶馬渓定期観光パス
<毎日運行>

中津駅前

10時30分出発 17時30分帰着

豊後森駅前

10時 5分出発 151侍40分帰着

九州横断道路 ・九重高原長者原

九重ハイランドホテル
国民宿舎l'i¥i{J(:設

収容人員 一般 350名学生 680名
料 金 ホテノレ自唱 し 600円 ~5 ， 000円

|司民 rÎ~i {!j出1\ 990円

大分交通
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S-M-Aミルク

S-M-AミJレクの理論的根拠

前提 付乳が乳児にとっては最高の栄養である

目 標 あらゆる必須な特性を考えての母乳の複製

完成 事実1:栄養と消化l乙関するあらゆる要素が，健康なおかあさ

んの母乳lこ全く類似する独特の母乳化調製乳

結 果 i'J乳栄養と鴫乳ピン授乳の便利さぞ兼ね備えた

5-M-Aミルク

一 <く>> 一一一一一 一一一一

S-M-Aの改良 5-26育児粉凱の創製

付乳と同じ蛋白質ラク トアルブミンとミネラノレを母乳と 同じ

割合lζ含んでいる S-M-Aを改良した世界第ーのミルク

<く>>

赤ちゃんは親の与えるミルクを無条件で飲んでいる ミルク

の選択は吋親の責任です

一一一一一一一一一一一一一<く>>

S-M-Aミルク. S-26ミJレク特約庖

株式
会社 新 義 洋

豊前市東八幡町

TEL 3353番 ・33 5 4番

4・・・・・
fT 



信用を育ててこの道五十年<創業大正六年>

一一主要取扱商品一一一

寝 具一 式

室 内 装 飾 品

手LI 洋家 具

増⑮
 

田 商 唐

盟 前 市昭和 11町

TEL (望前局)2317・3072・3073

豊 目リ 市 金 面虫 団 (イロハ順)

=ゆたかな生活、生みだす[tj'fN二

西日本 相互銀行八屋支庖 TEL 3343 

豊和 相互銀行八屋支庖 TEL 2247 

築 上 用 金 庫 TEL 3377 

大 分 主艮 行 宇島支庖 TEL 3336 

福 岡 銀 行 八屋支庖 TEL 3330 

福岡相互銀行八屋支庖 TEL 3360 



お買物は そ - ス ト アで'- 一
そ -.. 一 差.E邑 目U 庖 TEL 263 1 '-

そ -" 行橋本 庖‘ー 一 TEL ② 2 340 

そ ー‘P 椎 田 庖'- 一 TEL 159  

そ -.. 
'- 一 IEEコ司 田 庖 TEL 3050 

全国観光土産品連盟推奨

霊堂前銘菓 八 屋鰻頭 ・蜂 蜜房露

最 中石 楠 ;ft 

出 水 製 菓

豊 前 市 東 八 幡 11町 TEL 3716 

全国観光土産品連盟推奨

耀 しゃくなげの香

武 蔵 屋 菓 子 舗

豊 前市昭和町 TEL 2575 

全国観光土産品連盟推奨

石 楠 花 羊 美

末 広 製 菓 舗

豊 前市新天街 TEL 2347 



全国を代表する衛生紙

チリ紙は花菱、京花菱

色を見て下さい/

質を見て下さい.ノ

使ってみて下さい/

大分製紙株式会社
本社工場大分市錦町 2丁 目 TEL(代)④77 7 7 
豊前工場豊前市三毛門町沓 J!I TEL 2 1 0 1 
小倉支西北九州市小倉区富野西鳥越町 TEL i@ 1 1 5 2 

汐湯

港 屋 旅 館

豊前市宇島元町 TEL豊前 2157 

旅館

築 上 館

豊前市二葉町 TEL豊前 2021 

風光絶佳

明 神 汐 湯

豊前市明神ケ浜 TEL豊前 26 3 6 



祝公民館大会

福岡相互銀行八 屋 支 庖

!，::!: T山IIJ八 I~II!] T E L '，';:前 3360 ・3361 

dj-:島駅構内営業 毎度有難うございます

字の!し;ククン ーも
1'11 央ククンー >1削l平|川l土
門 前ク クν ー

豊 前タクシー組合 へ
f 2 0 2 9・22 2 9 TEL(法前!日)) i (2 2 4 6・34 6 2 

ホンダ. 二輪.四輪.

HI松 本モータース
HONDA 

⑩ 
目車楽器

目前Tjj昭和111] T E L 2 1 4 6 

日本楽器特約庖

ナガト楽器 密

中山市 11の山IIIJ T E L 8 16・834

出前T1J中央区 TEL772 



踏美しし、印刷 一

一
大洋印刷紙器株式会社

中津市東本町 TEL(代)② 170 0 

内 田産科婦人科医院

内固定勝

内田敬久

福岡県行橋市魚市場通電話②o155・1898 

駅弁当、折話料理仕出し専門

株式会社 小 松 商

鬼

行 橋市 駅前 TEL ① o 0 4 4番

(KOKUY0) 
ョ感光紙特約庖

スチール製品

ケント，理科器具，スライド，化学実験器具特約庖

木 商
代表者鬼木 旦

行橋市中町 TEL 2一0343 

庖

庖



から母親までの系列月間誌
雪よよよ?一二三四五 六 ? 一 二 三 四 五 六 中 中

ト2ど ;年年年年年年 2年年年年年年一ニ
7この -z 去のの
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志学学学 一五 f 説ェ :ー育;育ック j習種
校一一=一一学 空し女 し:1Je川:映ノト:重量但

?年五五ココ空 ;ぃ学?の:の二;Eヶ;;芸百
二コココ でよ 生レ . . ス ン ・ : 書 科
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自国

庫金用信

ぶ

橋

結

行

'ヲー、¥... 貯蓄を町内

みなさまの

みなさまにと満足いただけるス リーラ ッキー紳士服

⑮ 底ß~ 洋木'n口
L
小目

TEL ① 054 5 行橋市魚IIIHJi!天街



日本の良さ ・美しい女性 ・おいしい茶

推せ人茶問屋

静 岡 園
行橋 2- 0534

新刊書籍 ・雑誌

信光堂書庄

行橋駅通り

TEL ② o 348 

銘 菓

行橋鰻頭

行橋名産

連歌最中

行橋市西町

大村大月堂本庄

TEL ② o 149 

{毛糸 ・線 ・糸 ・釦 ・裏地
各種 {

l洋和裁用具卸 ・小売

2Z西毛糸庖

代表社員 西 貞 雄

行橋市魚町

TEL ② 2 3 2 3 



九州視覚教育事業者連合会

会 社 住名

側エ Jレモ社九州営業所福岡市下川端町10番10号

映機工業側 九 州 支 社 H 御供所町2審55号

紛大沢商会福岡支庖 H 奈良屋町7番18号

所 営業種目

(28)4131 16粍， 8粍映写機，撮影機

(29)6143 16粍， 8粍映写機

(28)6431 16粍， 8粍映写機，撮影機

側新 協 社 か 中呉服町6審 1号(善導ヒツレ (28)4228 16， 8 7イルム，スライド

勝九州共 同 映画社 M 天神4丁目 1番18号(サンピル) (74)7112 16粍フ イノレム

世帯教育映画配給者九州支社 M 庖屋町8番18号(日産生命館 (29)2316 q 

十六ミリ映画紛福岡出張所 H 天神2丁目14番2号(福岡証券ピル)(75)0858 q 

霊材映機本軍九州営業幹 m 天神2丁目 9番18号(同和ピJレ) (市0178議， 8乙七:ぇ熊野

日本光芸働福岡営業所 グ天神2丁目 4番25号

グ 天神2丁目14番2号(福岡証券ピル)<74)6628

(74 )7395 

北辰商事側福 岡営業所

近藤電気工業側福岡営業所 H 綱町5番 3号

スライド映写機，スライ
ドフイ Jレム，スクリ ーン

16粍映写機
綜合視聴覚センタ ー

(29)4890電写用各種ランプ

EO 
新しいタイプの映写機AZ
新製品発売.ク

。スーパーシングル8棚 トーキー映写織

-8 免税89，000円
課税98，000円

.特殊新光源ハロゲンランプで従来のランプよ

り数倍明い

・完全オート ロー ド方式・ AGC回路完全録音

。ヱル毛16棚 トーキー映写機F16-1000175，000円
・オイル循還方式 ・オールトランヲスター

・小型軽量15K

Oエル毛16""トーキークセノン

xp-30OW映写機 420，000円
.大陽光線に近い光源色調が得られます

・何処よりも軽く小型です

・普通電源で出来ます

エル毛代行庖

北九州市小倉区米町4丁目
TEL ⑫ 0419・3445

(株) 臨I 克流主玉.~切酪 l占l円J'171、-"-T芳守1万~/~ AV課
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株式
会社

博多駅前本社移転

記念品、贈答品、 PR用品

ヒ 口 カ 不

本 社 福岡市三社町 (博多駅前)TEL ⑮ 566 1代表

記章部 福岡市東中洲電停前 TEL⑧ o0 1 0 ・11 1 0 

西日取相互銀行



九重ヘ直行

座席指定の特急パス

福 岡 佐 賀 久留米 北川崎 @ 
※お申込み・お問合せはお近くの西鉄案内所・パス営業所へ 酉銭

神経痛・疲労
治療効果を高めた活性ダブル81構造

.体内吸収がよく早く強〈働きます・しかも効果が

長時間、持続します.いやな臭いがまったくありません

独自の 〈活性ダブ:ル払構造〉 がもっ数々の優秀性が高く

評価され、ハイーベスト ンは、シェーリング社wをはじめ

33ヵ国へ進出 F

'‘~-令ヌE・ヨM議
4・・ E‘・T.・，... 函』このマークの
~二~ l'TT::r司獲局・車鹿足、E・，1.11.よユ::J11で啄売しτ
~.."底面叫す

肩こり・蜜労・五十肩

神経痛・筋肉痛・腰痛

植原病・震れ目・便秘など

冨悉司

@ 
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西部瓦斯株式会社

取 締 役 社 長山 崎 宮 市

福岡市警固沖田町 9の1

TEL ⑫ 7 3 3 5 

九州電力株式会社
取締役社長瓦 林 潔



映画フィルムの貸出しのご案内

福岡県貯蓄推進委員会

福岡県貯蓄推進委員会(事務局 日本銀行福岡支居)では，広 く県民

のみなさんに貯蓄の重要性や，生活改善と貯蓄との深いつながりを知っ

ていただくため，身近かな生活の問題を扱った劇映画ゃ，生産 ・消費の

合理化を扱った記録映画，家計簿記帳学習用スラ イドなど数多く準備 し

ております。

公民館，婦人会，青年団，こど も会などの各種集会l乙無料でお貸 しし

ますから，ご希望の向きは下記へお申し出ください。

O日本銀行福岡支庖
福岡市天神4丁目2悉1号

砲話福岡@20 3 1 (代)

O日本銀行北九州支庖
北九州市小倉区紺屋町2073の3
電話 小倉 @ 3581 (代)

主な映画とスライド

限 り なき友情

風光る日に

お ζ づかい

おかあさんのうた

父 と 母とその子 Tこち

家庭の年輪

お じさんの 上 京

ア メ リカの家庭生活

第 1部 子 供 の し つけ

第2部おかあさんの仕事

第3部アメ リカの若い農家

北 海 に 生 き る

東京の空の 下

火 山灰地

太陽の家族

に っ ぽん拝見

白 い 鶏 舎

ムツゴロウ と こどもたち

豊かなくらし

国債の話

家計簿のつけ方 (1~5 巻)

(このほかにも多数用意してあります)

劇 29分
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記録 (カラー 32
11 ( 11)  28 

11 38 

記録 38 

11 28 

11 カラー 30
11 ρ30  

11 21 

グ (カラー 30
11 31 

解説 28 
11 15 

スライド 363コ7

一一 明る い社 会を育てる貯蓄



，三，#.*':.70:/哩_]1[11誕生

30Wの高出力アンプを2万円台で完成・手軽にお使いいただけます

，怯F当~o30 oow卓上アンフヲ

正価 23，500円

安10W携帯アンプ ，民量栂.，...~司Z品吋10 正団価 1日3，800円

*削州1叩酬0仰吋W携欄帯ア円ン示←ラり川ジ川刈4

肯州削1川0仰W卜門ランWジスMタアηンプ ，民量按，戸=司Zも吋10τ 正班価 1問8，000円

*刺州20W川卜ラりンジ以スタ灯アンげプ，民是.，...~旨司Zもd今3内I 正団価 23，000円

*60W総合アンプ
正価 49，800円

R正価 54，500円

¥モノ タス ヒ-11 スィ/"'.!:- HJ 

*60W総合アンプ I~雷除F:旨Z
、ラン寸 スイ ，.' ー ト1.，

#=.I~#/.#さ#F:旨志
開 カタログ進呈

本盃下I量4言

松下屯器産業株式会社九州特機回業所福間市冷;~ PJf 4吊，1 7刀 TEL福 印 刷3331

松下電語産業株式会社北九州作機lJ¥張所 北九州 I刷、(¥'[互鍛治町7の101 T E L小 創出国221

松下電総産業株式会社「有九州特機:HiJ長所 鹿児島市松原町 11書17月 TEL鹿児島(214775

北九州ナンョナル通伐 E業株式会社 北九州市小合区宇佐町 1の2 TEL小 何回13962



九州でいちばん

人気のあるおみやげ

数でも味でも

2倍たのしいノ

たまごのキミガ

た っぷ り 入 った

かわいいお菓 子 ノ

Ijr ff Zt.t 
丸なか るd

ひょ予のお唐

博多・飯塚・北九州・東京




